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特定健診・がん検診が始まります
【行政NAVI】（p6~7)

まちづくり懇談会スタートなど
【地域おこし協力隊活動日誌VOL.23】（p8~9)
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【中学生日誌VOL.3】（p11)

矢祭中学校３年　藤井俊輔さん・菊池富子さん
【矢祭人　まちのかがやく人・頑張る人VOL.65】（p13)

矢祭町保健推進員会長　松本良子さん

【巻頭記事】(p2~3)

八雲神社祭典 第 205回「天王祭」



　

７
月
14
日
（
日
）、
東
舘
字
山

野
井
に
鎮
座
す
る
八
雲
神
社
祭
典

「
第
二
百
五
回
天
王
祭
」
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
典
当
日
は
、
東
舘
地
区
内
を

華
や
か
な
山
車
が
太
鼓
の
音
を
町

内
に
響
か
せ
な
が
ら
巡
業
し
、
沿

道
に
は
そ
れ
を
見
よ
う
と
多
く
の

人
が
集
ま
り
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
舘
駅
前
駐
車
場
で
は

よ
さ
こ
い
の
雄
大
な
演
舞
や
フ
ラ

ダ
ン
ス
の
華
麗
な
踊
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
、出
店
な
ど
で
も
賑
わ
い
、

夜
に
は
神
輿
の
御
宮
入
り
も
行
わ

れ
、
東
舘
の
御
仮
屋
か
ら
八
雲
神

社
ま
で
の
道
中
を
力
強
く
駆
け
抜

け
る
神
輿
の
姿
に
、
祭
典
一
の
盛

り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。
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Health 
information
健康情報

３歳児健診のむし歯なしは21人中 16人でした（希望者のみ掲載）

＊むし歯にならないために、家庭で気をつけていることについてお母さんたちに伺いました。

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す

８
月
５
日
（
月
）
よ
り
、
令
和
元
年
度
の
特
定
健
診
及
び
各
種
が
ん
検
診
を
実
施

　

表
１
の
と
お
り
、
矢
祭
町
で

最
も
多
い
死
因
は
悪
性
新
生
物

（
が
ん
）
に
よ
る
38
人
で
死
亡

全
体
の
30
・
６
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
が
ん
に
よ
る
死
亡
数
減

少
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
が

ん
検
診
に
お
け
る
受
診
率
の
推

移
は
、
表
２
の
と
お
り
徐
々
に

向
上
し
て
は
い
る
も
の
の
、
全

国
的
な
目
標
で
あ
る
50
％
に
は

達
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
40
〜
74
歳
を
対
象
に
実
施

し
て
い
る
特
定
健
診
に
つ
い
て

も
、
目
標
の
60
％
に
な
か
な
か

到
達
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　

２
人
に
１
人
は
、
が
ん
に
罹

患
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

対
象
年
齢
を
迎
え
ま
し
た
ら
、

該
当
す
る
が
ん
検
診
を
受
け
て

が
ん
か
ら
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
日
々
の
生
活
が
、
将

来
心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
へ
の

リ
ス
ク
を
上
げ
て
い
な
い
か
確

認
す
る
た
め
に
、
特
定
健
診
を

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る

ご
家
族
の
方
は
、
特
定
健
診
受

診
券
を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
、
町

内
の
各
会
場
で
特
定
健
診
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
目
標
に

達
し
て
い
な
い
が
ん
検
診

※健診の対象地区は、目安ですので都合のつく日の会場へお越しください。

※やまっぴーカードを持っている方は、健診会場にご持参下さい。 お持ちでない方は、会場で申請を受け付けます。

月 日 曜日 対　象　地　区 会　　　　場 受付時間

８月

５日 （月） 追分・馬渡戸・高野谷地地区 高野谷地地区多目的集会施設

６日 （火） 茗荷・内川・真木野地区 旧内川小学校体育館

７日 （水） 関岡・高山地区 旧関岡小学校体育館

８日 （木） 下関河内地区 下関河内多目的集会施設 午前８時

９日 （金） 大垬・上関河内地区 健康ふれあい館（上関河内）

18日 （日） 戸塚・山野井・金沢地区 矢祭町体育センター 〜

19日 （月） 下石井・戸塚地区 農村集落多目的共同利用施設（下石井）

20日 （火） 宝坂・上野内・石田地区 矢祭町山村開発センター 午前9時30分

21日 （水） 舘本・桃ノ木地区 矢祭町山村開発センター

22日 （木） 小田川・ニュータウン中山地区 矢祭町山村開発センター

23日 （金） 中石井・下石井地区 矢祭町保健福祉センター（旧石井小学校）

表３：令和元年度特定健康診査及び各種がん検診日程表

（例）

会員番号　999-99-999999
利用日　2019/8/5　１回

やまっぴー　様
今回ポイント累計ポイント

50P
100P

死　因 死亡数 全死亡に
対する割合

悪性新生物 38人 30.6％

心疾患 28人 22.6％

脳血管疾患 12人 9.7％

その他 46人 37.1％

計 124人 100.0％

表１：選択死因別死亡の状況（H29 年）

区分 種別 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 国の目標受診率

矢　

祭　

町

特定健診 51.0％ 52.8％ 53.0％ 54.8％ 56.7％ 55.1％ 60.0％

肺がん 43.9％ 45.2％ 44.0％ 43.5％ 46.6％ 44.6％ 50.0％

胃がん 19.4％ 19.2％ 19.2％ 18.4％ 30.8％ 37.4％ 50.0％

大腸がん 25.2％ 26.0％ 27.2％ 28.7％ 32.0％ 31.1％ 50.0％

子宮がん 23.7％ 23.7％ 23.1％ 20.1％ 21.4％ 24.5％ 50.0％

乳がん 29.1％ 24.8％ 18.2％ 27.0％ 31.9％ 32.1％ 50.0％

表２：特定健診及びがん検診受診率の推移

【出典】福島県保健福祉部　保険統計の概況

【出典】福島県生活習慣病検診等管理指導協議会資料（福島県健康増進課調べ）

増子蒔
し の

乃ちゃん

チョコはなるべく食
べさせず、飲物はお
茶にしています。休
みの日もおやつの時
間は決めています。

菊池睦
む つ き

生くん

甘いお菓子を食べす
ぎないようにしてい
ます。

一ノ渡結
ゆ な

愛ちゃん

甘いジュースは飲ま
せないようにしなが
ら、だらだら食いを
しないようにも気を
つけています。

鈴木慶
よ し と

歩くん

ご飯やおやつ等を食
べたら、お茶を飲ま
せるようにしていま
す。飲物は、お茶が
多いですね。

小柳菜
な な み

々美ちゃん

甘いお菓子はなるべ
く控え、歯につまり
やすいビスケットな
どは、食べさせない
ようにしています。

金澤愛
あ い り

結ちゃん

お菓子を食べたら、
お茶か水でブクブク
うがいをさせていま
す。

加藤あみちゃん

甘い物をあまり食べ
たり、飲んだりせず、
毎日の歯みがきと仕
上げ磨きをしっかり
しています。

本田聖
せ い や

弥くん

毎日、緑茶をのませ
るように心がけてい
ます。

齋藤 結
ゆい

ちゃん

仕上げ磨きは、朝・
夕２回はするように
しています。また、
１回１０分は磨くよ
うにしています。

山口竣
しゅ ん た

大くん

甘い物を食べたら、
よく歯みがきをして
います。また、仕上
げ磨きには時間をか
けています。

菊池絆
き ず な

那ちゃん
         柊

し ゅ う じ

志くん
仕上げ磨きをするよ
うにしています。ま
た、前歯が気になる
ので、歯間ブラシを
使っています。

都丸結
ゆ い

彩ちゃん

ガム・チョコの食べ
過ぎ、ジュースの飲
みすぎに注意し、お
菓子を食べたら、お
茶を飲ませています。

菊池紗
せ な

苗ちゃん

食後は、お茶を飲ま
せています。仕上げ
磨きは、毎日最低５
分かけて行っていま
す。

緑川偉
い ぶ き

楓くん

仕上げ磨きを丁寧に
行っています。

佐藤明
め い さ

冴ちゃん

寝る前の仕上げ磨き
は、しっかりと念入
りにしています。
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行    政
N A V I

　

町
民
の
町
政
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
町
長
自

ら
が
町
内
の
地
域
に
出
向
き
、
町
長

と
町
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
意

見
交
換
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後

の
町
政
運
営
に
反
映
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
が
、

７
月
23
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

全
21
行
政
区
の
内
、
ト
ッ
プ
で
開

催
さ
れ
た
追
分
区
で
は
、
事
前
に
区

で
取
り
ま
と
め
た
意
見
等
を
要
望
書

と
し
て
作
成
・
配
布
し
、
町
執
行
部

へ
回
答
を
求
め
ま
し
た
。

　

懇
談
会
は
、
こ
の
要
望
書
に
沿
っ

て
進
み
、
12
の
要
望
等
に
つ
い
て
各

担
当
課
長
が
説
明
や
検
討
事
項
等
を

伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、
取
り
ま
と
め

た
要
望
書
の
内
容
以
外
に
も
質
問
・

意
見
な
ど
が
出
さ
れ
、
有
意
義
な
懇

談
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
29
日
に
は
高
野
谷
地
区
、
30

日
に
は
大
垬
区
で
開
催
さ
れ
、
８
月

に
開
催
さ
れ
る
行
政
区
は
、
左
記
表

の
と
お
り
で
す
。（
＊
開
催
日
等
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

追
分
区
を
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
に

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
が
各
行
政
区
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

工事名 入札日 （予定価格）
落札金額 落札者 工事場所 工期

令和元年度水道基幹改良事
業配水管布設替工事

令和元年
7 月 23 日

（108,982,800 円）
96,854,400 円

緑川建設（株）
代表取締役　近田昌弘

内  川  字
古 内 地 内

令和元年 7月 23 日～
令和２年 1月 31 日

令和元年度舘谷地内給水管
布設替工事

令和元年
7 月 23 日

（2,818,800 円）
2,538,000 円

矢祭建設（株）
代表取締役　菊池　修一

中 石 井 字
舘 谷 地 内

令和元年 7月 23 日～
令和元年 12 月 27 日

入
札
結
果

※町が発注した、予定価格が１３０万円を超える工事の入札結果を公表します。

　

や
ま
つ
り
元
気
祭
２
０
１
９
開
催

に
あ
た
り
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
の

で
、下
記
に
よ
り
申
込
み
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

令
和
元
年
11
月
３
日（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
45
分

開
催
場
所　

第
１
会
場
（
メ
イ
ン
ス

テ
ー
ジ
）
▼
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
駐
車

場
／
第
２
会
場
（
わ
く
わ
く
ス
テ

　

ー
ジ
）
▼
ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭
駐
車

　

場
概
要　

別
添
「
や
ま
つ
り
元
気
祭
２

　

０
１
９
出
店
要
領
」
参
照

申
込
期
限　

令
和
元
年
８
月
23
日（
金
）

　

午
後
５
時
ま
で

提
出
書
類

①
や
ま
つ
り
元
気
祭
２
０
１
９
出

店
申
込
書

②
「
や
ま
つ
り
元
気
祭
２
０
１
９
」

露
天
出
店
申
請
書
、「
や
ま
つ

り
元
気
祭
２
０
１
９
」
営
業
従

事
者
届
（
申
請
者
を
除
く
）
＊

「
身
分
証
明
書
」
の
欄
は
、
カ

ラ
ー
コ
ピ
ー
し
た
も
の
を
の
り

付
け
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　
　
「
身
分
証
明
書
」
は
、
当
日
出

る
方
全
員
分
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　

や
ま
つ
り

元
気
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
矢

祭
町
役
場
事
業
課
内
）
☎
４
６
‐

４
５
７
６

「
や
ま
つ
り
元
気
祭
２
０
１
９
」

出
店
者
募
集
の
お
知
ら
せ

▲こちらから町
ＨＰへアクセス
し、出店要領や
様式等をダウン
ロードできます。

交
通
手
段
が
な
い
た
め
に
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
方

が
、
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
際
の

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
一
部
を
助

成
す
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
７

月
中
に
お
送
り
し
た
後
期
高
齢
者

被
保
険
者
証
の
封
筒
内
に
助
成
事

業
の
案
内
及
び
申
請
書
を
同
封
し

ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

本
町
に
住
所
が
あ
り
、

か
つ
居
住
し
て
い
る
方
で
、
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を

受
給
さ
れ
た
方
ご
本
人
が
利
用

し
た
タ
ク
シ
ー
料
金
が
対
象
で

す
。
た
だ
し
、
町
税
等
を
滞
納

し
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

申
請
方
法　

①
町
民
福
祉
課
町
民
グ
ル
ー
プ

で
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

②
申
請
書
は
役
場
窓
口
に
設
置

し
て
あ
り
ま
す
。

③
ご
家
族
な
ど
の
代
理
申
請
も

可
能
で
す
。

④
申
請
の
際
に
は
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

利
用
条
件

利
用
時
間

は
、
午
前

６
時
30
分
か

ら
午
後
９
時
ま

で
と
な
り
、
乗
降

場
所
の
ど
ち
ら
か
が
、

町
内
で
な
い
と
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
目
的
地
で
タ
ク
シ
ー

を
待
機
さ
せ
る
こ
と
や
申

請
者
以
外
の
方
が
利
用
す
る
タ

ク
シ
ー
料
金
に
は
ご
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

利
用
方
法　

助
成
対
象
者
の
方
に

は
、
助
成
券
を
郵
送
交
付
し
ま

す
の
で
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
車
す

る
際
に
運
転
手
へ
お
渡
し
く
だ

さ
い
。（
１
回
の
乗
車
で
１
枚

の
助
成
券
が
必
要
）
な
お
、
助

成
額
は
、
１
回
の
ご
利
用
上
限

が
３
千
円
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

委
託
業
者　

矢
祭
観
光
タ
ク
シ
ー

問
い
合
わ
せ　

町
民
福
祉
課
町
民

　

グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５
７
４

８
月
１
日
よ
り

タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
始
動

月 日 曜日 開催区 開催場所

８月

5日 （月） 茗荷区 茗荷地区多目的集会施設

8日 （木） 中石井区 中石井地区多目的集会施設

19日 （月） 内川区 矢祭町へき地保健福祉館

20日 （火） 上関河内区 健康ふれあい館

26日 （月） 高山区 高山公民館

28日 （水） 下石井区 農村集落多目的共同利用施設

■まちづくり懇談会日程表（８月分まで）

上▶区民からの要望に解答する町執行部。
／右▶要望を執行部に伝える区民。／左▶
区で作成した要望書に目を通す出席者。
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こ
ん
に
ち
は
協
力
隊
福
山
で

す
。

　

７
月
は
涼
し
い
日
が
多
か
っ

た
で
す
が
、
８
月
に
入
り
徐
々

に
気
温
も
高
く
な
っ
て
き
て
、

毎
日
暑
い
日
が
続
き
、
暑
さ
が

苦
手
な
自
分
に
と
っ
て
は
つ
ら

い
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
夏
と

い
え
ば
子
供
た
ち
が
楽
し
み
に

し
て
い
る
夏
休
み
が
あ
り
ま

す
。

　

今
年
、
ま
ち
の
駅
や
ま
つ
り

で
は
、
７
月
22
日
か
ら
８
月
９

日
ま
で
「
ま
ち
の
駅
夏
休
み
わ

く
わ
く
イ
ベ
ン
ト
」
と
題
し
ま

し
て
、
主
に
こ
ど
も
園
児
か
ら

中
学
生
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
初

日
に
は
、
夏
や
さ
い
植
え
付
け

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
３
歳
の
子

ど
も
た
ち
に
参
加
い
た
だ
い

て
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
ナ
ス
・
ト

マ
ト
・
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
の
植
え

付
け
を
し
ま
し
た
。
本
来
は
屋

外
で
行
う
予
定
の
イ
ベ
ン
ト
で

し
た
が
、
生
憎
の
雨
模
様
と

な
っ
て
し
ま
い
、
急
遽
室
内
に

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
引
い
て
行
う

く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
、
今
回
企
画
し
た
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
継
続
的

に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
注
目
し
て
い
た

だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
申

し
込
み
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
の

駅
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
入
力

フ
ォ
ー
ム
他
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

多
く
の
方
の
お
申
し
込
み
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

こ
と
で
な
ん
と
か
予
定
し
て
い

た
量
の
夏
や
さ
い
の
植
え
付
け

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

収
穫
は
８
月
９
日
に
ま
ち
の
駅

に
て
行
い
ま
す
の
で
お
越
し
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
７
月
30
日
に
は

木
工
ク
ラ
フ
ト
体
験
、
８
月
１

日
に
は
自
由
研
究
の
題
材
に
な

る
よ
う
な
、
水
ボ
ー
ル
作
成
体

験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
８
月
５
日
は
、
宝

石
石
鹸
作
り
体
験
、
８
月
６
日

に
は
、
町
内
在
住
の
金
沢
ノ
リ

子
さ
ん
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り
体
験

教
室
を
行
う
予
定
で
す
。
ハ
ー

バ
リ
ウ
ム
作
り
体
験
教
室
は
大

人
の
方
で
も
十
分
楽
し
め
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

左▶ 7月 22 日に行った夏やさいの植え付け体験。生憎の空模様でしたが、子ども達は頑張って植え付けをしてくれました。／右▶ 8月 5日の宝石石鹸
作り体験のサンプル品。白黒画像のため伝わりにくいかと思いますが、とてもきれいな色の宝石石鹸ができます。なかなか難しい作業が多いので、当日
うまくできるか今からドキドキです。

地域おこし協力隊活動日誌　    VOL.23

PROFILE
福山正真【ふくやましょうま】
21歳。山口県山陽小野田市出身。
趣味はYOSAKOI、旅、献血。主
な活動は「ゆず畑」

協力隊員が運営している
Facebook では、隊員の
活動等をさらに詳しく見
ることができます。▶▶

まちの駅やまつりのス
タッフが地域情報などを
発信している。まちの駅
やまつりのＨＰ。　▶▶

「まちの駅やまつり」駅長青樹です。

６月からお知らせしている通り走り始めた

「あつまり処　あおちゃん家（ち）」プロジェク

トですが、町の「創業者等支援事業補助金事業」

の第１号に選んでいただき、もう立ち止まるこ

とは許されません。（笑）何が何でも９月６日

オープンを目指し、精進してまいりますので何

卒皆様のご理解と応援をお願いいたします。

また、本店は町民のみなさんと一緒に作ってい

く店を目指していくつもりです。お手元に使わな

い未使用の食器などありましたらご提供願えると

助かります。まちの駅までご一報ください。

◀ 7月 10 日、町長室において佐川町
長から創業等支援事業補助金を交付さ
れた青樹隊員。

PROFILE
青樹雅実【あおきまさみ】
58歳。神奈川県小田原市出身。
趣味は山菜を探すこと。主な
活動は「やまつりまち・ひと・
みらいづくり協議会事務局、特
産品開発」

「買ってくっぺ便」NEWS

矢祭町の宅配サービス「買ってくっぺ便」

　矢祭町民の買い物応援と地元商店の活性化を目指す『町民のための
町民による手づくりサービス』です。
【利用方法】
①まちの駅に電話をして無料会員登録をする
②カタログや電話相談で商品を選ぶ
③電話（まちの駅：午前 9時～午後 4時）・FAX・メールで注文する
④商品を受け取る（平日 9時～ 11 時までのご注文は 14 時～ 16 時
にお届け。17 時までは、まちの駅での受け取りも可能）

【問い合わせ】
　まちの駅やまつり　☎：0247-57-5659　FAX：0247-57-5660

mail：kattekuppe@yahoo.co.jp

まちの駅で「買ってくっぺ便」の受付などを担当してい
る佐川です。今月のオススメは、インテリアやプレゼン
トにもぴったりなハーバリウムです！お時間をいただく
場合もございますが、相談に応じて作成することもでき
ます。ぜひ、ご注文ください。
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図 書 館 だ よ り
library Information

読書感想文コンクール課題図書は
図書館をご利用下さい

　小学校（低学年、中学年、高学

年）の部・中学生の部・高校生の

部の課題図書を、各１冊ずつご用

意しました。夏休みの宿題に、ど

うぞご利用下さい。

　なお、多くの方にご利用いただ

くため、期間内に返却いただきま

すよう、ご協力をお願いいたしま

す。※貸出期間は 1週間となりま

す。

ＰＩＣＫ　ＵＰ 「季節のおはなし会＆えいごであそぼう！」　（矢祭もったいない図書館）
　８月４日（日）午後２時～午後３時
▶「夏」をテーマに、絵本の読み聞かせ、紙芝居、手づくり絵本コンクールの作品を、
スクリーンにてご紹介します。
お楽しみ企画として、「消しゴムでらっかんをつくろう」を開催します。彫刻刀を
使いますので、小さなお子さんは、親子でご参加下さい。

【８月のイベント】

【今月のコーナー】

【今月の休館日】
毎週月曜日（山の日振替休日：8月 12 日は開館）

　「第 11 期矢祭子ども司書講座　受講生のおすすめ本」
受講生が作成した紹介カードとおすすめ本、及び「ビブリオバトル
in 矢祭」にて紹介した本を展示します。

【９月のイベント】
「赤ちゃんおはなし会」（矢祭もったいない図書館）
　９月５日（木）午前 10 時～正午
▶乳幼児親子とおなかに赤ちゃんがいるお母さんのためのおはなし会です。

矢祭中３年生が想いの丈
た け

を綴ります
このコーナーでは、毎週月曜日の矢祭中学校全校朝会で３年生を対象に行われている、生徒発表
（生徒が伝えたいこと、その時に感じていること）の一部をご紹介します。（原文のまま掲載）

中学生
日誌Vol.3

Tomiko Kikuchi

菊池　富子
PROFILE
【きくちとみこ】
３年２組。女子ソフトテニス
部。好きな教科は美術・数学。
受験勉強を頑張っている。

「
自
分
を
見
つ
め
て
」

　

今
回
、
こ
の
作
文
を
書
く
に
当

た
っ
て
、
私
も
自
分
自
身
を
見
つ
め

直
す
き
っ
か
け
が
で
き
ま
し
た
。

　

３
年
生
に
な
っ
て
か
ら
、
あ
っ
と

い
う
間
に
修
学
旅
行
や
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

長
か
っ
た
連
休
の
過
ご
し
方
や
こ
れ

か
ら
の
生
活
に
つ
い
て
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

正
直
私
は
、
日
々
の
部
活
や
大
会

な
ど
、
試
合
と
な
る
と
、「
嫌
だ
な

あ
。」
と
思
っ
て
し
ま
い
、
負
け
た

く
な
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
緊
張
し

て
体
が
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
ん
な
時
、
い
つ
も
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
く
て
、
ど
う

気
持
ち
を
整
理
し
た
ら
よ
い
の
か
、

ど
う
人
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
の
か
を

考
え
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
「
考
え
過
ぎ
」
は
、私
に
と
っ

て
短
所
で
も
あ
り
長
所
で
も
あ
り
ま

す
。
普
段
の
生
活
で
も
よ
く
あ
り
、

時
々
一
人
で
落
ち
込
ん
だ
り
し
て
、

な
か
な
か
立
ち
直
れ
ま
せ
ん
。
前
に

も
テ
ス
ト
の
結
果
を
見
て
、
思
い
通

り
に
い
か
ず
に
泣
き
出
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
大
髙
先
生

か
ら
は
、「
い
つ
も
頑
張
っ
て
い
る
ん

だ
か
ら
、
自
信
を
も
っ
て
い
き
な
。」

と
言
わ
れ
ま
す
。
今
で
も
そ
の
言
葉

を
思
い
出
す
と
、
ま
た
頑
張
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
部
活
で

も
コ
ー
チ
に
楽
し
む
こ
と
が
大
事
だ

と
教
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
最
後

の
中
体
連
で
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う

に
ペ
ア
と
協
力
し
、
前
向
き
な
気
持

ち
を
持
っ
て
一
勝
で
も
多
く
勝
て
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
勉
強
で
も
受
験
生
と
い
う

意
識
を
も
っ
て
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
１
・
２
年
生
の
皆
さ
ん
、
あ
っ

と
い
う
間
の
中
学
校
生
活
の
一
つ
一

つ
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

感
謝

　

面
倒
く
さ
い
、
や
り
た
く
な
い
。

こ
れ
は
私
の
１
年
生
の
終
わ
り
ま
で

の
部
活
に
対
す
る
思
い
で
す
。

　

そ
の
頃
の
私
は
、
正
直
部
活
が
好

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
走
る

と
す
ぐ
足
が
痛
く
な
っ
た
り
、
体
が

だ
る
く
な
っ
た
り
し
て
み
ん
な
に
つ

い
て
い
く
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
の

で
す
。
そ
の
後
、
こ
の
症
状
は
貧
血

に
よ
る
も
の
と
診
断
さ
れ
、
何
ヶ
月

間
か
運
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
の
数
値
は
普
通
の
人

の
半
分
以
下
で
、
病
院
の
先
生
か
ら

は
、「
よ
く
倒
れ
な
か
っ
た
ね
。」
と

言
わ
れ
る
程
で
し
た
。
そ
の
間
私
は
、

部
活
の
手
伝
い
を
し
た
り
、
体
育
の

授
業
を
見
学
し
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
今
ま
で
部
活
を
や
り
た
く
な
い

と
思
っ
て
い
た
の
に
、
運
動
が
で
き

な
く
な
っ
た
途
端
、
部
活
を
や
り
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
何
ヶ
月
か
経
ち
、
運
動

が
で
き
る
程
ま
で
数
値
が
回
復
し
ま

し
た
。
そ
の
日
の
部
活
は
と
て
も
楽

し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
私

の
身
体
は
と
て
も
軽
く
、
今
ま
で
と

は
全
然
違
う
感
覚
だ
っ
た
の
で
す
。

私
は
そ
の
と
き
感
じ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
当
た
り
前
に
運
動

が
で
き
る
こ
と
へ
の
感
謝
で
す
。
そ

の
日
か
ら
、
私
は
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
練
習
に
取
り
組
も
う
と
思

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
中
体
連
で
私
は
結
果
を
残

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
最
後
の
大
会
で
仲
間
た
ち
と

精
一
杯
取
り
組
め
た
こ
と
を
誇
り
に

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
み
な
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
今
、
当
た
り
前
に

学
校
に
来
て
、
当
た
り
前
に
生
活
で

き
て
い
ま
す
。
そ
の
当
た
り
前
を
支

え
て
く
れ
る
家
族
や
先
生
、
友
達
が

い
ま
す
。
そ
ん
な
人
達
に
感
謝
し
て

く
だ
さ
い
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

Shunsuke Fujii

藤井　俊輔
PROFILE
【ふじいしゅんすけ】
３年２組。陸上部。好きな教
科は美術・体育。並木丘祭に
向けピアノを頑張っている。

俳
句　

ふ
き
の
芽
句
会

夏
休
み
ふ
れ
合
い
体
操
父
を
ま
ね

喉
鳴
ら
す
桃
は
実
り
し
三
年
目大

森　

泰
幸

躓
ず
き
し
薔
薇
の
小
鉢
や
朝
霞

落
下
せ
し
栗
木
の
毛
虫
野
路
に
這
ふ

鈴
木　

良
夫

父
の
手
よ
り
子
の
手
に
移
る
蛍
か
な

梅
雨
長
し
う
つ
う
つ
と
居
て
日
を
送
る

金
沢　

タ
ツ

足
萎
え
て
故
郷
遠
し
栗
の
花

あ
く
ぬ
き
し
わ
ら
び
に
山
の
色
深
む

松
本
志
津
子

【問い合わせ】
矢祭もったいない図書館　☎ 46-4646　FAX：57-7500
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友人と旅行に行くことです。京都方面がいいかなと
思っています。

一人暮らしをして自立することです。

音楽鑑賞と読書です。

もったいない図書館です。たくさんの本があって、
出会ったことのない本に出会えるからです。

観光者や移住者を増やすために、矢祭町の良さを色
んなところからもっともっと発信していっていただ
きたいです。

見かけたら、ぜひ声をかけていただけると嬉しいで
す。

ワカ
モノ

フェイスaceＦ
町
の
良
さ
を
も
っ
と
発
信
し
て
ほ
し
い 鈴木　美紀さん

Ｍ
ｉｋ
ｉ
　
Ｓ
ｕ
ｚ
ｕ
ｋ
ｉ

すずきみき● 19 歳・東舘在住

メッセージ

from結婚支援室（62）

message

次は　鈴木七海　さん（東舘）　です。

No.65

●今、一番やりたいことは何ですか？

●将来の夢は何ですか？

●趣味は何ですか？

●町内でお気に入りの場所はどこですか？

●アピールしたいことはありますか？

●町への要望はありますか？

ふ
く
し
ま
結
婚
・
子
育
て
応
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、『
は
ぴ
福
な
び
』

『
世
話
や
き
人
』
の
２
本
柱
を
中

心
に
県
内
の
結
婚
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。『
は
ぴ
福
な
び
』
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
型
の
結
婚
支
援
サ
ー

ビ
ス
で
本
人
の
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ

ホ
か
ら
登
録
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
い
ま
す
。『
世
話
や
き
人
』
は
、

県
内
の
世
話
や
き
人
を
通
し
て
、

登
録
や
紹
介
が
行
わ
れ
ま
す
。
県

内
全
体
で
は
、
ど
ち
ら
も
登
録
や

紹
介
、
成
婚
数
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
県
南
地
域
で
は
、
世
話
や
き

人
や
登
録
者
も
少
な
く
、
紹
介
の

幅
が
極
端
に
少
な
い
状
況
で
す
。

　

県
南
９
市
町
村
に
よ
る
「
ふ

れ
あ
い
の
場
創
出
事
業
」
で
は
、

『
親
世
代
向
け
の
結
婚
支
援
』
と

題
し
て
、
世
話
や
き
人
に
興
味
の

あ
る
方
や
独
身
者
を
も
つ
親
御
さ

ん
を
対
象
に
交
流
会
を
開
催
予
定

で
す
。
現
代
社
会
を
生
き
る
独
身

者
の
婚
活
の
現
状
や
個
人
の
結
婚

に
対
す
る
考
え
方
、
独
身
者
と
の

向
き
合
い
方
な
ど
に
つ
い
て
の
ト

ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
他
、
参
加
者

同
士
が
日
頃
の
悩
み
や
相
談
な
ど

を
出
し
合
え
る
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

結
婚
支
援
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
参
加
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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矢
祭
町
保
健
推
進
員
会
長
を
務

め
て
い
る
茗
荷
在
住
の
松
本
良
子

さ
ん
は
、
平
成
30
年
４
月
に
就
任

し
て
か
ら
２
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

現
在
、
保
健
推
進
員
は
町
内
に

約
40
人
ほ
ど
お
り
、
各
地
域
に
お

い
て
毎
年
８
月
初
旬
か
ら
実
施
さ

れ
る
特
定
健
診
に
お
け
る
衛
生
教

育
や
受
動
喫
煙
防
止
の
啓
発
活

動
、
乳
幼
児
健
診
の
手
伝
い
、
さ

ら
に
は
、
選
挙
の
際
の
投
票
立
会

人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

松
本
さ
ん
に
お
話
を
伺
う
と

「
町
の
保
健
師
さ
ん
か
ら
、
た
ま

た
ま
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
保
健
推
進
員
に

な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
研
修

会
な
ど
に
参
加
す
る
機
会
が
多
い

の
で
、
一
般
の
人
よ
り
も
健
康
に

関
す
る
情
報
を
得
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
自
分
の
地

域
に
持
ち
帰
り
、
伝
え
ら
れ
た
時

に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
な
か
な
か
伝
え
ら
れ
る

場
が
な
い
の
で
、
区
会
や
部
落
会

で
少
し
お
時
間
を
も
ら
え
た
ら
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
保
健
推

進
員
と
し
て
の
使
命
感
を
燃
や
し

ま
す
。

ま
た
、「
今
、
保
健
推
進
員
は
、

い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
方
が
担
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。
各
地
域
の
各
世

代
を
超
え
て
情
報
交
換
が
で
き
る

場
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
、
和
気

あ
い
あ
い
と
楽
し
く
や
ら
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。」
と
微
笑
み
ま

す
。

　

最
後
に
、
松
本
さ
ん
は
「
町
民

の
み
な
さ
ん
に
は
、
自
分
の
健
康

に
目
を
向
け
て
い
た
だ
き
、
町
の

健
診
を
き
ち
ん
と
受
け
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
大
病
も
早
期
発
見
で

治
る
時
代
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
私

た
ち
に
会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。」

と
呼
び
か
け
ま
す
。

町保健師から特定健診の説明等を受ける保健推進員
のみなさん。

自
分
た
ち
が
得
た
健
康
情
報
を

地
域
に
持
ち
帰
っ
て
伝
え
て
い
き
た
い

人矢祭
まちのかがやく人・頑張る人

－ Vol.65 －

松
本　

良
子
さ
ん

PROFILE
【まつもとりょうこ】茗荷在住。73歳。
趣味は生け花・三味線（小唄）。家庭菜園
を作ることが日課。好きな言葉は「和」（お
だやかになるように）。

PROFILE
【タキシードやまっぴー】
平成31年 4月号より登場。
頑張っていることは『縁結び』

世
話
や
き
人
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

「親世代向けの結婚支援」
日付　8 月 25 日（日）
時間　10：00 ～ 12：00
会場　棚倉町図書館（多目的ホール）
対象　結婚支援に興味のある方
　　   独身者の親御さん
　　　（詳細については、チラシを全戸配
　　　布いたしますので、ご覧ください。）

問い合わせは、結婚支援室☎ 46-4884 まで

ふれあいの場創出事業からのお知らせ



TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

７月１６日（火）、第６５回福島県高等学校体育
大会水泳競技大会において上位入賞を果たし、東北
大会への出場権を獲得した白河実業高校３年金澤源
太くん、日大東北高校１年藤井伶哉くんに対して、
佐川町長より若鮎チャレンジサポート激励金が交付
されました。

７月２日（火）、役場第１会議室において固定資
産評価審査委員選任書交付式が行われ、６月２８日
で任期満了を迎えた鈴木義次さんの後任として、６
月定例議会で同意されていた下関河内在住の小井戸
正和さんに佐川町長より選任書が交付されました。
任期は６月２９日から３年間となります。

７月１２日（金）、役場第１会議室でやまつり元
気祭 2019 実行委員会が開催されました。実行委員
会では、昨年の振り返りとして実績報告・収支決算
報告、経済波及効果、アンケート結果など事務局か
らの報告があった後、今年度の執行体制・日程等が
協議され、やまつり元気祭 2019 が始動しました。

公正な固定資産課税審査にご尽力を
▶矢祭町固定資産評価審査委員選任書交付式

東北大会での活躍に期待
▶若鮎チャレンジサポート激励金交付式

今年度の執行体制などを協議
▶やまつり元気祭 2019 実行委員会

７月２３日（火）、矢祭町赤十字奉仕団員として
１５年に渡り、さまざまな活動を続けてきた鈴木幸
子さんと保科マサ子さんが、益子茂代委員長ととも
に町長室を訪れ、福島県赤十字大会において長年の
功労により「銀色有功章」を受章したことを佐川町
長に報告しました。

長年の功労により２名が受章
▶矢祭町赤十字奉仕団員銀色有功章受章報告

矢吹病院副院長を講師に活発な学習会を展開
▶子どもの健康を考える連絡会学習会

７月２６日（金）、矢祭町保健福祉センターで子
どもの健康を考える連絡会学習会が開催され、県立
矢吹病院の角田智哉副院長を講師に「メディア依存
とは？予防するには？」などの講演が行われました。
当日は、会員や東白川郡内小・中学校教諭、保健師
等２９名が出席し、活発な学習会が展開されました。

見守りや支えあいのある町を目指して
▶地域がつながるラジオ体操

７月２２日（月）～３１日（水）、住民主体の活
動を進める「結い結い隊」によるラジオ体操が昨年
実施時より１２カ所増え、町内２２カ所で行われま
した。夏休みの早朝に、子どもから高齢者まで多く
の方が参加し、地域のつながりを広めていこうと楽
しく交流しました。

７月２３日（火）、町長室において矢祭町「子ど
も読書の街」づくり推進委員委嘱状交付式が開催さ
れ、委員長である佐川町長から、顧問の佐川 雄さ
ん、副委員長の丸山美佳子さんに委嘱状が交付され
ました。同委員会は、新たな体制で町民一体となっ
た「子ども読書の街」づくりの推進を目指します。

町民一体の「子ども読書の街」を目指す
▶「子ども読書の街」づくり推進委員委嘱状交付式
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矢
祭
町
税
条
例
の
一
部
改
正
ほ
か

全
議
案
可
決
！

　

６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
10
日
か
ら
14
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初
日

は
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
、
続
い
て
担
当
課
長
か
ら
議
案
の
内
容
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
議
案
調
査
の
た
め
休
会
。
３
日
目
、
４
日
目
は
一
般
質
問
で
議
員
６
名
が
登

壇
し
、
町
に
対
し
て
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
日
目
の
最
終
日
は
報
告
１
件
、
専
決
処
分
１
件
、
条
例
の
一
部
改
正
４
件
、
工
事
請

負
契
約
の
締
結
１
件
、
令
和
元
年
度
各
会
計
補
正
予
算
４
件
、
人
事
案
件
１
件
が
提
案
さ

れ
、
合
計
12
案
件
を
審
議
し
、
承
認
・
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
追
加
提
案
と
し

て
、
議
員
提
出
案
件
の
意
見
書
２
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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◎
専
決
第
３
号　

平
成
30
年
度

矢
祭
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
46
号
）

◎
専
決
第
４
号　

平
成
30
年
度

矢
祭
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
47
号
）

◎
専
決
第
５
号　

平
成
30
年
度

矢
祭
町
工
場
団
地
造
成
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
48

号
）

◎
専
決
第
６
号　

平
成
30
年
度

矢
祭
町
農
業
集
落
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
49
号
）

◎
専
決
処
分
第
７
号　

平
成
30

年
度
矢
祭
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
50
号
）

◎
専
決
処
分
第
８
号　

平
成
30

年
度
矢
祭
町
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議

案
第
51
号
）

◎
専
決
処
分
第
９
号　

平
成
30

年
度
矢
祭
町
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
議
案
第
52
号
）

　

地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
緊
急
や

む
を
得
ず
専
決
処
分
し
ま
し
た

の
で
、
同
条
第
３
項
に
規
定
に

よ
り
報
告
し
承
認
を
求
め
る
も

の
で
す
。

◎
平
成
31
年
度
矢
祭
町
一
般
会

第
３
回
臨
時
会

平
成
31
年
第
３
回
町
議
会
臨
議
会
は
、
４
月
11
日
午
前
10
時
に
招

集
さ
れ
、
第
５
次
矢
祭
町
総
合
計
画
見
直
し
計
画
の
策
定
１
件
、
専

決
処
分
７
件
、
平
成
31
年
度
各
会
計
補
正
予
算
２
件
が
提
案
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
平
成
30
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て
（
報
告
第
１
号
）

　

６
事
業
の
繰
越
明
許
費
の
繰

越
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
施

行
令
第
１
４
６
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
報
告
す
る
も
の
で
す
。

◎
専
決
第
10
号　

令
和
元
年
度

矢
祭
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
議

案
第
58
号
）

　

地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
緊
急
や

む
を
得
ず
専
決
処
分
し
ま
し
た

の
で
、
同
条
第
３
項
の
規
定
に

よ
り
報
告
し
承
認
を
求
め
る
も

の
で
す
。

◎
矢
祭
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
議
案
第
59
号
）

　

国
の
地
方
税
法
改
正
に
伴
い
、

一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議

案
第
60
号
）

　

令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険

税
本
算
定
の
た
め
按
分
率
の
改

正
に
よ
り
、
一
部
改
正
す
る
も
の

で
す
。

◎
矢
祭
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
（
議
案
第

61
号
）

　

消
費
税
の
変
更
に
伴
う
社
会

保
障
費
の
改
正
に
よ
る
も
の
で
、

非
課
税
者
の
軽
減
率
を
変
更
す

る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
道
路
占
用
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議

案
第
62
号
）

　

消
費
税
の
変
更
に
対
応
す
る

た
め
に
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◎
令
和
元
年
度
あ
ゆ
の
吊
橋
周

辺
親
水
広
場
造
成
工
事
請
負
契

約
の
締
結
（
議
案
第
63
号
）

　

あ
ゆ
の
吊
橋
周
辺
親
水
広
場

造
成
工
事
の
入
札
を
令
和
元
年

５
月
27
日
に
執
行
し
ま
し
た
の

で
、
地
方
自
治
法
第
96
条
第
１

項
第
５
号
及
び
議
会
の
議
決
に

付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取

得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第

２
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
で
す
。

○
契
約
の
方
法

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約

○
契
約
の
金
額

４
８
，
７
０
５
，
８
４
０
円

（
う
ち
消
費
税
額

３
，
６
０
７
，
８
４
０
円
）

◎
令
和
元
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
64
号
）

　

矢
祭
町
振
興
公
社
に
対
す
る

指
定
管
理
料
及
び
施
設
備
品
購

入
費
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
操
出
金
、
地
域
を
つ
な
ぐ
農
村

交
流
活
動
補
助
金
、
森
林
Ｇ
Ｉ

Ｓ
購
入
費
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
委
託
料
、
関
係
人
口
創
出
業

務
委
託
料
、
管
理
備
品
購
入
費
、

民
報
社
金
ば
れ
ん
受
賞
に
係
る

広
告
代
、
ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭
修
繕

工
事
設
計
・
監
理
業
務
委
託
料

が
補
正
の
主
な
内
容
で
す
。

◎
令
和
元
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
65
号
）

歳
入
に
お
け
る
国
保
税
の
本

算
定
、
歳
出
に
お
け
る
県
納
付

金
の
決
定
が
主
な
内
容
で
す
。

◎
令
和
元
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
66
号
）

　

地
域
支
援
事
業
費
の
増
に
よ

る
補
正
が
主
な
内
容
で
す
。

◎
令
和
元
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
67

号
）

　

第
３
条
予
算
の
収
益
的
収
入
に

お
い
て
舟
見
調
整
池
及
び
中
山
配

水
池
に
係
る
公
有
建
物
災
害
共

済
金
の
増
額
が
主
な
内
容
で
す
。

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
（
議
案
第
68
号
）

　

地
方
税
法
第
４
２
３
条
第
３

項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

全
会
一
致
で
、
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◎
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
所
管

の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

本
会
議
に
お
い
て
審
査
結
果
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

○
令
和
２
年
度
及
び
復
興
・
創

生
期
間
後
も
国
の
『
被
災
児
童

生
徒
就
学
支
援
等
事
業
』
の
継

続
と
、
被
災
児
童
生
徒
の
十
分

な
就
学
支
援
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
請
願

請
願
者

福
島
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長

角
田　

政
志

紹
介
議
員　

青
砥　

安
彦

審
査
結
果　
　

採　
　

択

◎
沖
縄
県
那
覇
市
銘
苅
１
丁
目

36
号

　

「
新
し
い
提
案
」
実
行
委
員

会
安
里
長
従
様
よ
り
次
の
陳
情

が
あ
り
ま
し
た
。

○
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
即
時

中
止
と
普
天
間
基
地
の
沖
縄
県

外
・
国
外
移
転
に
つ
い
て
、
国

民
的
議
論
に
よ
り
民
主
主
義
及

び
憲
法
に
基
づ
き
公
正
に
解
決

す
る
べ
き
と
す
る
意
見
書
の
採

択
を
求
め
る
陳
情

◎
東
京
都
新
宿
区
四
谷
二
丁
目

８
　

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会

会
長
半
田
久
之
様
よ
り
次
の
陳

情
が
あ
り
ま
し
た
。

○
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
中
止

と
普
天
間
基
地
の
沖
縄
県
外
・

国
外
移
転
の
国
民
的
議
論
に
よ

り
、
民
主
主
義
及
び
憲
法
に
基

づ
き
公
正
に
解
決
す
る
べ
き
と

す
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳

情◎
埼
玉
県
川
越
市
仙
波
町
２
丁

目
17
―
34

　

一
般
社
団
法
人
日
本
沖
縄
政

策
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事
長
中

村
覚
様
よ
り
次
の
陳
情
が
あ
り

ま
し
た
。

○
政
府
に
対
し
て
、国
連
の「
沖

縄
県
民
は
先
住
民
族
」
勧
告
の

撤
回
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択

を
求
め
る
陳
情
書

○
令
和
２
年
度
及
び
復
興
・
創

生
期
間
後
も
国
の
『
被
災
児
童

生
徒
就
学
支
援
等
事
業
』
の
継

続
と
、
被
災
児
童
生
徒
の
十
分

な
就
学
支
援
を
求
め
る
意
見
書

（
発
議
第
２
号
）

○
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定

に
関
す
る
意
見
書
（
発
議
第
３

号
）

※
可
決
し
た
意
見
書
２
件
を
政

府
関
係
機
関
に
対
し
送
付
し
ま

し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

小
井
戸

正

和

氏

　平成30年度各会計別予算補正状況（専決第3号～第9号）　
 （単位：千円）

会　　計　　名 既定額 補正額 予算総額
一　 般　 会　 計 5,110,062 5,216 5,115,278

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 641,421 3,627 645,048
工場団地造成事業 1,218 0 1,218
農業集落排水処理事業 30,974 0 30,974
介 護 保 険 604,427 0 604,427
後期高齢者医療保険 144,252 △ 1,225 143,027

水
道
事
業

収 益 的 収 入 141,341 687 142,028
収 益 的 支 出 136,132 △ 5,655 130,477
資 本 的 的 支 出 156,581 △ 47 156,534

専

決

処

分

条　

例

補

正

予

算

契　

約

人

事

案

件

請　

　

願

請　

願
・
陳　

情

陳　

情

意　

見　

書

議
員
提
出
議
案

報　

告

報　

告

補

正

予

算
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計
補
正
予
算
（
議
案
第
53
号
）

　

総
務
費
の
人
事
異
動
に
伴
う

職
員
手
当
等
、
ユ
ー
パ
ル
矢
祭

設
備
修
繕
工
事
、
民
生
費
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
活
用
事

業
、
衛
生
費
の
骨
髄
移
植
ド

ナ
ー
助
成
金
及
び
風
し
ん
抗
体

検
査
、
商
工
費
の
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
事
業
の
増
が
主
な
補

正
の
内
容
で
す
。

◎
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

（
議
案
第
55
号
）

　

地
方
自
治
法
第
１
６
２
条
の

規
定
に
よ
り
議
会
の
同
意
を
求

め
る
も
の
で
す
。

◎
平
成
31
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
54
号
）

　

国
庫
補
助
金
の
増
額
が
主
な

補
正
の
内
容
で
す
。

全
会
一
致
で
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◎
矢
祭
町
教
育
委
員
会
教
育
長

の
任
命
に
つ
い
て
（
議
案
第
56

号
）

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
第
４
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

全
会
一
致
で
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
教
育
長
に

片

野

宗

和

氏
※任期は令和元年５月13日
から令和３年６月17日まで

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
（
議
案
第
57
号
）

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
第
４
条
第

２
項
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

全
会
一
致
で
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
に

佐

川

幸

信

氏
※任期は令和元年５月13日
から令和３年９月30日まで

19

第
４
回
臨
時
会

平
成
31
年
第
４
回
町
議
会
臨
議
会
は
、
５
月
10
日
午
前
10
時
に
招

集
さ
れ
、
人
事
案
件
３
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

副
町
長
に大

串

肇

氏
※任期は令和元年５月13日
から令和５年５月12日まで

町
長
の
公
約
で
、
町
政
懇

談
会
を
開
催
し
、
関
係
団
体
と

連
携
を
深
め
多
様
な
町
づ
く
り

を
行
う
と
し
て
い
る
が
、
内
容

を
伺
う
。

町
長

変
化
の
激
し
い
時
代
の
中

で
、
今
後
町
政
を
進
め
て
い
く

上
で
様
々
な
場
面
や
機
会
が
あ

り
、
町
民
の
ご
意
見
、
ご
要
望
、

考
え
を
伺
う
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
参
考
と
な
る
と
の
思
い
で

町
政
懇
談
会
を
公
約
と
し
た
。

開
催
時
期
と
し
て
は
、
７
月
以

降
に
各
行
政
区
単
位
で
集
会
を

予
定
し
た
い
。

町
長
の
町
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
に
行
政
と
経
済
団
体
、
地
域

団
体
が
連
携
を
深
め
多
様
な
意

見
を
町
づ
く
り
に
生
か
す
と

謳
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
伺
う
。

町
長

　

商
工
団
体
、
農
業
団
体
、
地

域
団
体
、
社
会
団
体
な
ど
の

様
々
な
意
見
を
聞
く
と
い
う
思

い
で
あ
る
。

子
ど
も
議
会
の
開
催
時
期

と
そ
の
内
容
を
伺
う
。

町
長

子
ど
も
議
会
と
い
う
思
い

は
、
選
挙
権
が
18
歳
に
引
き
下

が
っ
た
が
、
一
方
で
若
者
達
の

政
治
離
れ
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
公
約
に
掲
げ
た
。
開

催
時
期
は
、
小
学
校
と
協
議
し

た
と
こ
ろ
、
子
ど
も
議
会
に
対

す
る
役
割
や
役
目
を
子
供
達
に

教
え
な
が
ら
、
２
学
期
後
半
か

３
学
期
初
め
の
範
囲
で
学
校
が

決
定
す
る
。

人
事
採
用
シ
ス
テ
ム
を
見

直
す
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か

理
は
所
有
者
の
責
務
と
し
て
、

町
と
し
て
も
啓
蒙
す
べ
き
と
思

う
。
発
生
し
た
空
き
家
全
て
が

行
政
の
責
任
で
対
応
し
て
い
く

こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
の

利
活
用
が
町
に
と
っ
て
好
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
に
つ
い
て
は
、

町
で
も
積
極
的
に
支
援
し
て
い

く
と
い
っ
た
形
で
解
決
し
て
い

く
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

森
林
資
源
の
有
効
活
用
と

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
伺
う
。

町
長

森
林
は
町
全
土
の
約8

割
あ

り
、
こ
の
資
源
は
財
産
と
思
っ

て
い
る
。
山
林
の
持
つ
魅
力
と

い
う
も
の
も
今
後
の
町
民
、
ま

た
子
ど
も
た
ち
に
こ
の
自
然
を

し
っ
か
り
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
森
林
資
源
の
活
用
で
あ
り
、

山
の
手
入
れ
を
す
れ
ば
も
っ
と

矢
祭
の
素
晴
ら
し
い
資
源
が
生

か
さ
れ
る
と
い
う
思
い
で
あ
る
。

現
時
点
の
山
林
資
源
の

杉
、
檜
山
を
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
、
考
え
を
伺
う
。

事
業
課
長

針
葉
樹
に
関
す
る
部
分
に
つ

い
て
は
、
林
業
成
長
産
業
化
構

想
の
中
で
、
郡
内4

町
村
で

連
携
し
奥
久
慈
モ
デ
ル
構
築
を

目
指
し
て
お
り
、
林
業
事
業
体

や
木
材
市
場
、建
築
事
業
者
等
、

山
林
木
材
に
関
わ
る
人
た
ち
を

一
堂
に
集
め
て
話
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
説
明
の
あ
っ
た
内
容
を

町
民
に
わ
か
り
や
す
く
広
報
し

て
は
と
思
う
が
、ど
う
か
伺
う
、

事
業
課
長

奥
久
慈
モ
デ
ル
事
業
の
他

に
、
現
在
地
域
の
エ
コ
シ
ス
テ

ム
構
築
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

一
朝
一
夕
に
有
効
活
用
の
た
め

の
具
体
的
施
策
と
し
て
ア
ナ
ウ

ン
ス
で
き
る
段
階
ま
で
は
な
か

な
か
た
ど
り
着
か
な
い
。
も
う

少
し
検
討
の
時
間
が
必
要
で
あ

り
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

行
く
。ユ

ズ
、
鮎
、
こ
ん
に
ゃ
く

の
商
品
開
発
支
援
の
具
体
案
を

伺
う
。町

長

　

町
に
は
鮎
な
ど
の
特
産
素
材

が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
こ
れ
ら

を
活
用
し
た
加
工
食
品
が
少
な

く
、
産
地
と
し
て
の
魅
力
が
十

分
に
発
揮
で
き
て
い
な
い
と
い

う
思
い
が
あ
る
。
具
体
的
に
は

何
を
開
発
し
て
い
く
べ
き
か

は
、
行
政
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で

決
め
る
の
で
は
な
く
、
民
間
事

業
者
の
創
意
工
夫
に
委
ね
る
方

が
良
い
と
思
っ
て
い
る
。

商
品
開
発
を
進
め
る
団

体
、
組
織
に
対
し
支
援
を
し
て

く
の
か
。

伺
う
。町

長

　

人
口
減
の
社
会
の
中
で
、
矢

祭
町
に
も
有
能
な
経
験
豊
か
な

人
材
が
た
く
さ
ん
お
り
、
そ
の

経
験
や
知
識
を
町
の
事
業
に
還

元
や
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
高
度
な
効
率
的
な
施
策

が
展
開
で
き
る
と
思
っ
て
い

る
。
人
事
採
用
シ
ス
テ
ム
の
見

直
し
と
は
、
新
規
採
用
ば
か
り

で
な
く
、
年
齢
を
問
わ
ず
に
経

験
者
、
専
門
知
識
を
持
っ
た
方

の
広
い
範
囲
か
ら
、
人
材
を
育

成
し
な
が
ら
町
づ
く
り
に
協
力

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思

い
で
あ
る
。

実
力
的
に
有
能
な
方
を
採

用
し
て
い
く
よ
う
な
考
え
だ

が
、
１
次
試
験
を
ク
リ
ア
し
た

上
で
の
話
か
。

町
長

　

あ
る
一
定
の
筆
記
試
験
と
い

う
よ
り
も
、
何
か
方
策
が
あ
れ

ば
考
え
て
み
た
い
と
い
う
思
い

も
あ
る
。

遊
休
資
源
と
し
て
空
き
家

や
空
き
店
舗
が
あ
る
が
、
現
在

町
内
に
ど
れ
ぐ
ら
い
存
在
す
る

の
か
伺
う
。

事
業
課
長

　

空
き
家
数
は
２
０
０
件
強
と

把
握
し
て
い
る
が
、
実
態
と
し

て
は
も
う
少
し
多
い
と
思
う
。

空
き
店
舗
は
調
査
し
た
こ
と
が

な
い
の
で
答
弁
は
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

２
０
０
件
以
上
の
空
き
家

を
ど
の
よ
う
な
考
え
で
活
用
し

て
い
く
の
か
伺
う
。

町
長

本
町
で
は
、
平
成
30
年
度

に
「
矢
祭
町
空
き
家
等
の
適
正

管
理
及
び
活
用
推
進
に
関
わ
る

条
例
」
を
策
定
し
、
同
年
中
に

矢
祭
町
空
き
家
等
対
策
協
議
会

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
矢
祭

町
空
き
家
対
策
計
画
を
作
成
し

た
。
今
後
、
こ
の
協
議
会
を
中

心
に
同
対
策
計
画
に
従
い
、
空

き
家
対
策
等
に
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
。
特
に
空
き
家
、
空
き

店
舗
を
利
用
し
、
子
供
た
ち
が

雨
の
日
で
も
遊
べ
る
場
所
が

あ
っ
て
も
良
い
と
思
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
子
供
た
ち
の
遊

び
場
的
な
も
の
も
整
備
し
て
い

く
よ
う
な
考
え
だ
が
、
使
用
空

き
家
は
数
的
に
わ
ず
か
で
、
空

き
家
が
他
に
も
残
っ
て
い
る

が
、
そ
の
辺
は
ど
う
か
。

事
業
課
長

　

そ
も
そ
も
空
き
家
対
策
計
画

の
中
で
は
、
発
生
抑
制
、
空
き

家
を
作
ら
な
い
こ
と
、
適
正
管

理
、
周
囲
へ
の
悪
影
響
を
除
去

す
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
ま
ず

は
増
や
さ
な
い
と
こ
ろ
を
重
点

に
置
い
て
お
り
、
更
に
利
活
用

と
管
理
不
全
空
き
家
等
へ
の
対

応
と
し
て
、
特
別
措
置
法
に
基

づ
き
撤
去
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

２
０
０
件
と
言
う
と
相
当
な
数

で
、
全
て
使
う
と
い
う
形
で
は

な
く
壊
す
と
い
う
選
択
も
含
め

て
、
担
当
課
で
も
い
ろ
い
ろ
町

長
へ
提
言
を
し
て
い
き
た
い
。

取
り
壊
し
に
関
す
る
経
費

は
所
有
者
が
負
担
す
る
の
か
、

町
が
負
担
す
る
の
か
、
そ
の
辺

は
ど
う
な
る
の
か
。

事
業
課
長

管
理
不
全
空
き
家
を
行
政
代

執
行
で
行
う
場
合
に
は
所
有
者

が
全
て
の
費
用
を
負
担
す
べ
き

で
あ
り
、
所
有
者
に
請
求
を
す

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
た

だ
、
利
活
用
で
の
解
体
に
つ
い

て
は
あ
る
程
度
行
政
が
解
体
に

対
す
る
助
成
を
す
る
こ
と
も
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

利
活
用
の
た
め
に
町
が
取

り
壊
す
と
し
、
軽
費
の
一
部
を

所
有
者
に
請
求
す
る
こ
と
を
拒

む
者
も
出
る
か
と
予
想
さ
れ
る

が
ど
う
か
。

事
業
課
長

　

空
き
家
対
策
を
考
え
る
際
に
、

何
よ
り
住
宅
に
関
す
る
適
正
管

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
12
日
と
13
日
の
２
日
間
行
な
わ

れ
、
６
議
員
が
登
壇
し
町
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質
し

ま
し
た
。

青砥安彦議員

質
問　

町
民
の
声
を
反
映
さ

せ
る
町
づ
く
り
に
つ
い
て

一
般･

産
業･

教
育･

建
設
行
政

質
問　

地
元
産
業
を
発
展
さ
せ

る
町
づ
く
り
に
つ
い
て

答

問答 問

答問答

問
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の
辺
の
進
め
方
に
つ
い
て
学
校

と
協
議
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

教
育
長

来
年
、
小
学
５
、
６
年
生
は

外
国
語
教
育
の
英
語
科
と
な

り
、
年
間
70
時
間
の
授
業
時
数

が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
小
学
生
が
英
会
話
を
充

分
に
こ
な
せ
る
ま
で
は
い
か
ず

と
も
、
英
語
の
音
声
や
リ
ズ
ム

に
慣
れ
親
し
む
こ
と
に
よ
り
簡

単
な
英
会
話
が
こ
な
せ
る
よ
う

に
と
進
め
て
い
る
。

日
本
一
の
読
書
の
町
づ
く

り
を
掲
げ
て
い
る
が
、
現
在
の

児
童
生
徒
の
読
書
の
現
状
を
伺

う
。

町
長

小
学
校
で
は
６
年
間
で

１
０
０
冊
読
む
よ
う
読
書
活
動

を
推
進
し
て
い
る
。
図
書
館
で

も
読
書
通
帳
の
見
直
し
を
図
り

な
が
ら
、
子
供
た
ち
に
本
と
触

れ
合
う
場
を
も
っ
と
作
っ
て
行

き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

た
だ
、
中
学
校
、
高
校
で
は
運

動
や
進
学
が
あ
り
時
間
や
量
は

少
な
く
な
っ
て
も
読
書
を
し
な

け
れ
ば
思
考
力
等
に
も
影
響
す

る
た
め
、
そ
う
い
っ
た
思
い
を

学
校
に
は
伝
え
て
き
た
。

子
供
や
若
者
が
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
に
親
し
め
る
支
援
の
具

体
的
な
内
容
を
伺
う
。

町
長

　

子
供
た
ち
が
喜
ん
で
行
う
ス

ポ
ー
ツ
等
に
よ
り
、
達
成
感
が

味
わ
え
る
こ
と
も
１
つ
の
教
育

の
一
環
で
あ
る
の
で
、
物
心
両

面
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
図
り
た

い
。

東
舘
字
南
沢
の
防
火
水
槽

は
設
置
後
40
年
以
上
経
過
す
る

と
思
わ
れ
る
が
、
自
然
水
利
で

土
砂
も
溜
り
、
フ
ェ
ン
ス
は
あ

る
が
危
険
が
な
い
わ
け
で
も
な

い
と
見
て
い
る
。
ま
た
、
役
場

駐
車
場
に
あ
る
防
火
水
槽
も
耐

震
性
な
の
か
、
こ
れ
ら
の
防
火

水
槽
に
対
す
る
考
え
を
伺
う
。

町
長

防
火
水
槽
の
耐
震
化
に
つ
い

て
は
、
行
政
、
消
防
団
か
ら
の

要
望
や
優
先
順
位
を
判
断
し
な

が
ら
順
次
実
施
し
て
い
る
が
、

実
施
に
当
り
用
地
の
確
保
、
住

民
の
交
通
、
地
形
等
に
よ
り
工

住
民
の
価
値
観
は
住
民
の

間
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
も
の

で
、
住
民
か
ら
町
づ
く
り
の
ア

イ
デ
ア
が
溢
れ
る
よ
う
な
環
境

作
り
を
推
進
し
柔
軟
な
人
を
つ

く
る
こ
と
が
人
づ
く
り
の
原
点

と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

町
長

住
民
一
人
一
人
が
町
づ
く
り

に
参
加
さ
れ
、
私
が
こ
う
し
た

い
と
い
う
思
い
に
な
る
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
大
切

だ
と
思
う
。

今
、
若
い
人
に
は
同
世
代

の
仲
間
、
先
輩
あ
る
い
は
上
司

と
の
意
見
交
換
を
苦
手
と
す
る

人
が
多
い
と
思
う
が
、
考
え
を

伺
う
。町

長

若
者
の
就
労
支
援
と
し
て
、

創
業
、
就
業
、
更
に
ひ
き
こ
も

り
的
な
対
策
も
持
ち
な
が
ら
、

希
望
の
持
て
る
町
づ
く
り
も
こ

れ
か
ら
は
大
事
な
施
策
だ
と

思
っ
て
い
る
。

山
形
県
の
川
西
町
に
地
域

自
主
事
業
と
し
て
、
公
民
館
の

運
営
な
ど
を
地
区
に
任
せ
て
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
隙
間
を
埋
め
る

地
域
組
織
が
あ
る
。
本
町
で
も

地
域
住
民
の
活
動
が
行
え
た
ら

と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

町
長

地
域
が
協
力
し
合
う
と
い
う

の
は
、
そ
の
地
域
の
伝
統
や
絆

そ
し
て
人
口
の
少
な
い
町
ほ
ど

絆
は
深
い
と
い
う
思
い
は
必
ず

あ
る
。
田
舎
と
い
う
の
は
、
地

域
の
目
が
あ
り
防
犯
や
防
災
な

ど
目
が
通
っ
て
く
る
か
ら
、
１

つ
の
協
力
し
合
う
地
域
と
い
う

の
は
、
目
的
が
１
つ
に
な
る
と

い
う
こ
と
の
大
切
さ
ゆ
え
な
っ

て
く
る
と
思
う
。

旧
関
岡
小
学
校
、
旧
内
川

小
学
校
跡
地
の
今
後
の
利
用
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

町
長

　

内
川
小
学
校
は
、
矢
祭
清
流

の
里
協
議
会
が
中
心
と
な
り
活

動
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
の

で
、
こ
の
協
議
会
を
中
心
に

使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
関
岡

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｔ
企

業
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
う
い
う
利
用
の

方
法
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

大
都
市
な
ど
と
の
交
流
人

口
を
増
や
し
、
四
季
の
魅
力
を

味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
姉

妹
都
市
や
友
好
都
市
を
締
結
す

る
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

町
長

　

民
間
業
者
へ
の
支
援
と
ア
ド

バ
イ
ス
と
い
う
形
で
と
思
っ
て

い
る
。主

だ
っ
た
団
体
や
依
頼
す

る
考
え
の
あ
る
団
体
、
組
織
は

あ
る
の
か
。

事
業
課
長

や
ま
つ
り
ま
ち
・
ひ
と
・
み

ら
い
づ
く
り
協
議
会
、
特
産
品

開
発
協
議
会
な
ど
の
団
体
や
個

人
事
業
者
も
い
く
つ
か
あ
り
、

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
を
幅
広
く

支
援
し
て
い
く
仕
組
み
が
必
要

で
あ
る
。

若
者
の
起
業
支
援
で
、
地

域
産
業
振
興
基
金
を
生
か
す
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
伺
う
。

町
長

　

や
ま
つ
り
ま
ち
・
ひ
と
・
み

ら
い
づ
く
り
協
議
会
の
機
能
性

の
強
化
、
若
者
の
ア
イ
デ
ア
の

拠
点
と
す
る
役
割
に
も
行
政
が

寄
与
す
る
た
め
、
矢
祭
の
地
域

資
源
を
生
か
す
た
め
の
地
域
産

業
振
興
基
金
の
有
効
活
用
を
す

る
。
ま
た
、
今
回
、
矢
祭
未
来

創
成
ア
カ
デ
ミ
ー
に
４
名
が
入

塾
し
た
が
、
簡
単
に
創
業
で
き

る
も
の
で
も
な
い
の
で
、
し
っ

か
り
と
し
た
理
念
を
持
っ
て
決

断
し
て
い
く
こ
と
が
、
若
者
支

援
の
大
切
さ
と
考
え
る
。

町
で
創
業
し
た
い
と
い
う

場
合
に
、
具
体
的
に
は
ど
う
い

う
形
で
支
援
す
る
の
か
。

自
立
総
務
課
長

ア
カ
デ
ミ
ー
の
修
了
生
が
起

業
す
る
場
合
に
は
、
初
期
投
資

に
係
る
経
費
の
３
分
の
２
、
上

限
２
０
０
万
円
、
既
に
起
業
し

て
お
り
現
在
と
違
う
事
業
を
営

む
場
合
は
３
分
の
２
、
上
限

１
０
０
万
円
の
支
援
と
な
る
。

水
郡
線
に
Ｓ
Ｌ
を
走
ら

せ
、
矢
祭
山
公
園
の
賑
わ
い
創

出
を
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、

内
容
を
伺
う
。

町
長

　

大
子
町
で
も
Ｓ
Ｌ
を
走
ら
せ

た
い
と
の
話
が
出
た
こ
と
を
聞

い
て
い
る
の
で
、
４
年
間
の
中

で
矢
祭
山
公
園
に
Ｓ
Ｌ
を
走
ら

せ
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
何
と

言
っ
て
も
子
供
た
ち
の
夢
を
叶

え
る
と
い
う
の
が
目
的
だ
と

思
っ
て
い
る
。

町
村
会
で
４
町
村
の
首
長

に
話
を
し
、
棚
倉
町
ま
で
の
運

行
を
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長

　

ま
だ
明
確
に
で
き
な
い
面
が

あ
る
が
、
水
郡
線
の
協
議
会
の

中
で
、
活
性
化
の1

つ
と
し
て

観
光
列
車
を
走
ら
せ
る
思
い
を

こ
れ
か
ら
言
っ
て
行
き
た
い
。

Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
企
業
誘

致
は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
伺
う
。

町
長

　

こ
れ
も
空
き
家
対
策
の
中
の

１
つ
の
施
策
で
、
町
の
充
実
し

た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
や
イ
ン
フ
ラ

も
積
極
的
に
活
用
し
た
企
業
誘

致
を
図
り
た
い
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
の
企
業
を
町
に
呼

び
込
む
こ
と
で
、
空
き
家
対
策

や
産
業
の
振
興
を
図
り
た
い
。

小
学
校
卒
業
ま
で
に
英
語

を
マ
ス
タ
ー
さ
せ
る
と
謳
っ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
英

会
話
を
マ
ス
タ
ー
さ
せ
る
の
か

伺
う
。町

長

中
学
校
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

へ
の
修
学
旅
行
は
25
年
が
経
過

し
、
約
２
千
名
の
子
供
が
参
加

し
て
い
る
。
今
、
学
校
の
教
育

改
革
の
中
で
も
小
学
校
で
の
英

語
教
科
も
取
り
上
げ
ら
れ
英
語

の
授
業
も
あ
り
、
そ
れ
を
充
実

さ
る
こ
と
で
中
学
校
の
修
学
旅

行
が
も
っ
と
進
ん
だ
も
の
に
な

る
と
の
思
い
で
あ
る
。

小
学
校
の
教
育
課
程
で
は

授
業
時
数
も
決
ま
っ
て
お
り
、

限
ら
れ
た
時
間
で
英
会
話
マ
ス

タ
ー
は
難
し
い
と
思
う
が
、
そ

事
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
。
南
沢
の
防
火
水
槽
も
地
形

や
交
通
の
問
題
か
ら
耐
震
化
の

更
新
も
難
し
い
も
の
が
あ
る
。

役
場
前
の
防
火
水
槽
耐
震
化
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
検
査
し

な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

で
き
る
だ
け
計
画
的
に
行

な
え
ば
と
思
う
が
、
考
え
は
ど

う
か
。町

民
福
祉
課
長

　

耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
計
画

を
持
っ
て
更
新
し
て
い
き
た
い
。

消
防
団
員
の
生
命
に
も
関

わ
る
保
安
帽
（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
）

の
更
新
は
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

町
長

　

消
防
団
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
防
火
査
察
の

際
に
は
古
い
物
の
更
新
を
し
て

き
た
が
、
何
年
前
に
支
給
し
た

物
か
の
確
認
は
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
早
急
に
更
新
し
た
い
。

矢
祭
山
、
舘
山
ラ
ン
ド
、

滝
川
渓
谷
な
ど
遊
歩
道
が
整
備

さ
れ
て
い
る
が
、
ど
れ
も
設
置

か
ら
15
年
以
上
経
過
し
て
お

り
、
安
全
管
理
が
必
要
と
考
え

る
が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

町
長

遊
歩
道
は
、
管
理
人
に
よ
り

定
期
的
な
危
険
個
所
の
点
検
は

実
施
し
て
お
り
、
台
風
や
豪
雨

の
際
に
も
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

倒
木
や
落
石
が
あ
っ
た
場
合
は

速
や
か
に
撤
去
し
て
お
り
、
支

障
物
で
歩
け
な
い
時
に
は
看
板

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て

い
る
。滝

川
渓
谷
の
木
材
を
使
っ

た
部
分
は
古
く
な
っ
て
き
た
の

で
、
改
修
の
時
期
に
来
て
い
る

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

事
業
課
長

　

確
か
に
木
の
板
等
々
古
い
所

が
あ
り
、
危
険
個
所
は
部
分
的

に
修
繕
を
し
な
が
ら
安
全
確
保

は
図
っ
て
お
り
、
施
設
設
備
の

老
朽
化
に
よ
る
事
故
が
発
生
し

な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
い
き

た
い
。久

慈
川
堤
防
の
法
面
に
階

段
が
必
要
か
と
思
う
が
、
考
え

を
伺
う
。

町
長

　

河
川
は
県
の
管
理
な
の
で
、

今
後
県
に
働
き
か
け
る
こ
と
は

必
要
だ
と
思
う
。

久
慈
川
河
川
敷
整
備
計
画

は
ま
だ
継
続
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
う
。事

業
課
長

　

整
備
計
画
は
10
年
以
上
前
に

な
る
か
と
思
う
が
、
一
部
堤
防

の
改
良
設
置
な
ど
に
結
び
つ
い

た
と
理
解
し
て
い
る
。
現
状
は

県
に
話
し
て
も
判
然
と
し
な
い
。

町
長
が
公
約
を
実
行
す
る

に
当
た
っ
て
の
町
づ
く
り
と
は

ど
う
い
う
も
の
か
伺
う
。

町
長

　

町
づ
く
り
は
人
づ
く
り
、
人

づ
く
り
は
教
育
か
ら
と
い
う
こ

と
で
、
こ
の
令
和
の
時
代
、
社

会
変
化
の
激
し
い
時
代
で
あ

り
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
の

問
題
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
が

あ
る
。
特
に
教
育
は
、
子
供
の

一
生
の
財
産
、
そ
し
て
家
庭
の

財
産
、
町
の
財
産
、
や
が
て
は

国
の
財
産
と
な
り
、
非
常
に
関

心
を
持
っ
て
い
る
。

問

答

本多勇也議員

一
般･

観
光
行
政

質
問　

町
づ
く
り
に
つ
い
て

鈴木　一議員

消
防･

観
光･

土
木
行
政

質
問　

防
火
水
槽
の
整
備
に

つ
い
て

問問答 答問

問

答

問

答

答

問

答

問

答

答

答

問

答答 問

答

答

問答問

答 問

問

答 問

答問答

問

答

問 答

問答

問

質
問　

消
防
団
員
装
備
品
の

更
新
に
つ
い
て

質
問　

河
川
堤
防
の
階
段
に

つ
い
て

質
問　

遊
歩
道
の
安
全
管
理

に
つ
い
て

答

質
問　

子
供
や
若
者
が
未
来
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
町
づ
く
り

に
つ
い
て

質
問　

学
校
跡
地
の
利
用
に

つ
い
て

質
問　

姉
妹
都
市
、
友
好
都
市

の
締
結
に
つ
い
て

問

問問
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滝
川
、
矢
祭
山
、
戸
津
辺

の
桜
、
舘
山
な
ど
点
在
す
る
観

光
資
源
の
案
内
、
Ｐ
Ｒ
方
法
や

移
動
手
段
に
関
し
、
ど
ん
な
取

り
組
み
が
で
き
る
か
伺
う
。

事
業
課
長

　

観
光
資
源
を
結
ぶ
公
共
交
通

機
関
は
残
念
な
が
ら
な
い
状
況

で
、
行
政
が
補
完
す
る
方
法
も

あ
る
が
、
そ
れ
な
り
の
費
用
が

か
か
り
現
実
的
な
選
択
肢
と
は

な
り
得
な
い
。
た
と
え
ば
レ
ン

タ
ル
サ
イ
ク
ル
な
ど
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
別
の
視
点
で
も

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
、
春
の
シ
ー
ズ
ン

だ
け
で
も
観
光
協
会
に
委
託
し

て
、
町
は
財
政
的
に
後
押
し
す

る
よ
う
な
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

が
ど
う
か
。

事
業
課
長

仮
に
シ
ー
ズ
ン
だ
け
と
し
て

も
、
十
分
期
待
に
応
え
ら
れ
る

提
供
が
で
き
る
か
、
じ
っ
く
り

煮
詰
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
、

で
き
る
だ
け
期
間
が
限
ら
れ
な

い
、
広
範
な
観
光
客
の
需
要
に

応
じ
た
柔
軟
な
動
き
が
で
き
る

手
法
を
提
供
し
て
い
く
よ
う
に

心
が
け
て
い
き
た
い
。

具
体
的
に
滝
川
渓
谷
で
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
混
雑

す
る
時
期
だ
け
往
復
で
き
る
状

況
を
後
押
し
す
る
こ
と
は
可
能

か
。

事
業
課
長

　

滝
川
渓
谷
へ
の
ツ
ア
ー
や
定

期
便
な
ど
の
コ
ス
ト
面
や
他
の

事
例
も
見
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

観
光
地
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

設
け
て
、
史
跡
な
ど
の
説
明
が

わ
か
る
案
内
を
考
え
て
は
ど
う

か
。

事
業
課
長

今
、
白
河
９
市
町
村
で
県
南

の
観
光
推
進
協
議
会
で
、
そ
う

い
っ
た
事
例
に
つ
い
て
情
報
交

換
し
て
い
る
よ
う
に
は
聞
い
て

い
る
。活
用
に
よ
る
費
用
負
担
、

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
検

討
し
、
実
施
す
る
の
で
あ
れ
ば

単
独
で
な
く
広
域
の
方
が
よ
り

効
果
が
高
ま
る
だ
ろ
う
と
考
え

る
が
、
現
時
点
で
は
担
当
者
で

の
意
見
交
換
な
ど
を
注
視
し
な

が
ら
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

観
光
施
設
を
周
り
、
最

後
に
絵
が
仕
上
が
る
よ
う
な

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
導
入
し
て
は
と
思
う

が
、
町
独
自
で
の
実
施
は
大
変

な
の
で
、
観
光
協
会
か
ら
提
案

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
予
算
的

な
措
置
を
お
願
い
し
た
い
が
ど

う
か
。事

業
課
長

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て

矢
祭
山
公
園
の
開
発
を
進

め
て
い
る
が
、
何
を
前
面
に
、
ど

の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
の
か
、

全
体
像
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　

矢
祭
山
公
園
は
町
民
の
憩
い

の
広
場
、
観
光
客
の
憩
い
、
癒

し
の
広
場
と
い
う
も
の
が
一
番
大

切
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
親
水

広
場
が
完
成
し
た
後
に
は
、
西

側
の
山
の
雑
木
の
整
備
な
ど
に

よ
り
風
光
明
媚
な
公
園
と
し
て

整
備
し
た
い
。

若
者
の
流
出
を
防
ぎ
、
定

住
す
る
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
は

大
変
大
き
な
問
題
だ
と
思
う

が
、
そ
の
所
見
を
伺
う
。

町
長

　

若
者
の
流
出
を
防
ぐ
こ
と
は

大
変
難
し
い
も
の
だ
と
思
う

が
、
難
し
い
だ
け
で
は
何
の
解

決
策
に
も
な
ら
な
い
の
で
、
ま

ず
は
就
労
環
境
の
整
備
が
一
番

重
要
だ
と
思
う
。
そ
の
た
め
に

は
、
国
道
１
１
８
号
の
バ
イ
パ

ス
化
な
ど
道
路
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
が
、
産
業
の
発
展
に
は
重
要

と
思
っ
て
い
る
。

働
く
場
の
確
保
は
大
変
な

問
題
だ
と
思
う
が
、
何
か
繋
が

り
が
あ
る
よ
う
な
も
の
は
あ
る

の
か
。町

長

　

繋
が
り
と
い
う
も
の
は
な
い

が
、
そ
う
い
っ
た
思
い
を
町
政

に
反
映
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
。

私
は
、
女
性
の
力
は
大
き

い
と
思
っ
て
お
り
、
女
性
活
躍

の
場
と
し
て
町
に
何
か
思
い
が

あ
れ
ば
聞
き
た
い
。

町
長

　

町
を
発
展
さ
せ
る
と
い
う
思

い
が
あ
れ
ば
、
女
性
の
環
境
、

働
く
場
も
自
ず
と
出
て
く
る
と

い
う
思
い
は
あ
る
。

農
業
に
も
高
齢
化
の
波
が

押
し
寄
せ
て
お
り
、
農
地
を
生

か
し
生
活
で
き
る
農
業
を
目
指

す
た
め
に
、
何
を
実
施
す
る
の

か
伺
う
。

町
長

こ
れ
か
ら
の
農
業
は
、
人
口

町
長

以
前
、
オ
ー
ル
ト
ラ
リ
ア
の

ロ
ッ
ク
デ
イ
ル
市
と
姉
妹
都
市

を
結
ん
で
い
た
が
、
合
併
に
よ

り
市
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
修

学
旅
行
で
の
交
流
の
あ
る
シ
ド

ニ
ー
な
ど
と
の
学
校
同
士
の
交

流
を
行
う
よ
う
な
姉
妹
都
市
を

設
け
た
い
。
ま
た
、
本
町
は
地

震
の
な
い
自
然
の
あ
る
と
こ
ろ

な
の
で
、
都
市
と
の
防
災
協
定

も
考
え
る
余
地
は
十
分
あ
る
。

滝
川
渓
谷
、
滝
川
の
里
の

整
備
を
図
り
、
誘
客
を
考
え
て

は
と
い
う
こ
と
で
、
滝
川
渓
谷

に
遊
歩
道
以
外
の
整
備
さ
れ
て

い
な
い
道
路
が
あ
る
が
、
そ
の

道
路
の
整
備
が
で
き
な
い
か
伺

う
。

町
長

　

こ
れ
か
ら
は
歩
道
の
整
備
も

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

事
故
が
起
き
な
い
よ
う
な
整
備

を
先
行
さ
せ
る
の
が
良
い
と
思

う
。

中
学
校
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
講

座
を
行
っ
て
い
る
が
、
親
に
対

し
て
ど
こ
ま
で
し
て
い
る
の

か
、
こ
ど
も
園
や
小
学
生
の
い

る
家
庭
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

を
し
て
い
る
か
伺
う
。

教
育
課
長

　

保
護
者
に
対
し
て
は
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
会
議
等
で
講
演
会
や
研
修

会
を
開
催
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
危
険

性
や
問
題
等
の
周
知
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
昨
年
度
は
ノ
ー

テ
レ
ビ
・
ノ
ー
ゲ
ー
ム
デ
ー
を

設
定
し
、
保
護
者
に
も
情
報
を

提
供
し
て
協
力
・
理
解
を
い
た

だ
き
、
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ

た
と
、
小
・
中
学
校
か
ら
報
告

を
受
け
て
い
る
。
今
年
度
も
継

続
し
、
特
に
毎
週
水
曜
日
を

ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
と
し
、
こ

ど
も
園
、
小
・
中
学
校
全
て
で

実
施
し
て
い
き
た
い
。

以
前
は
、
地
区
ご
と
に
先

生
が
学
校
の
取
り
組
み
な
ど
を

知
ら
せ
る
地
域
懇
談
会
が
あ

り
、
先
生
の
顔
が
見
え
る
状
態

だ
っ
た
。
現
在
は
そ
れ
が
な
く

な
り
意
志
の
疎
通
が
図
れ
な
い

状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
地

域
懇
談
会
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
提
案
し
た
い
が
ど
う
か
。

教
育
長

　

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

く
り
と
し
て
、
地
域
と
学
校
の

連
携
、
協
働
を
実
践
に
結
び
つ

け
る
施
策
を
持
つ
た
め
、
去
る

６
月
に
地
域
連
携
担
当
教
職
員

研
究
会
が
あ
り
、
今
後
７
月
に

い
じ
め
問
題
の
対
策
委
員
会
を

開
催
し
、
更
に
討
論
を
深
め
て

い
き
た
い
。

将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の

育
成
の
た
め
に
子
ど
も
議
会
の

開
催
と
し
て
公
約
に
出
し
て
お

り
、
小
学
生
を
対
象
に
と
の
こ

と
だ
が
、
中
学
生
、
高
校
生
を

含
め
て
は
ど
う
か
伺
う
。

町
長

　

ま
ず
小
学
生
を
対
象
に
と
の

思
い
な
の
で
、
中
学
生
、
高
校

生
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

答問は
、県
南
の
観
光
推
進
協
議
会
、

八
溝
山
定
住
自
立
圏
、
県
の
フ

ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

で
実
施
し
た
実
績
が
あ
る
が
、

費
用
が
か
か
る
た
め
タ
ク
シ
ー

会
社
な
ど
に
よ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ

や
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル
な
ど
と

の
セ
ッ
ト
と
し
て
検
討
し
た
い
。

予
算
書
を
わ
か
り
や
す
く

し
た
手
引
書
を
作
成
し
、
必
要

な
方
に
有
料
で
配
付
し
て
は
と

思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

町
長

　

現
在
、
広
報
誌
で
財
政
状
況

な
ど
が
大
変
わ
か
り
や
す
く
記

載
さ
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
、

今
の
と
こ
ろ
手
引
書
等
の
作
成

の
考
え
は
な
い
。

空
き
家
調
査
等
が
終
了
し

た
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
そ
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
て
ど

ん
な
施
策
を
考
え
て
い
る
か
伺

う
。

事
業
課
長

空
き
家
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

基
本
的
に
は
そ
れ
ら
を
基
に
空

き
家
バ
ン
ク
と
い
う
形
で
掲
載

さ
せ
て
い
き
た
い
。

今
後
ど
れ
く
ら
い
で
空
き

家
バ
ン
ク
を
立
ち
上
げ
る
の
か
。

事
業
課
長

　

実
質
的
な
仕
組
み
は
で
き
上

が
っ
て
お
り
、
現
在
所
有
者
に

バ
ン
ク
登
録
の
呼
び
か
け
を
し

て
い
る
。
空
き
家
バ
ン
ク
の
テ

ン
プ
レ
ー
ト
も
立
ち
上
が
っ
て

い
る
の
で
、
情
報
が
ま
と
ま
り

次
第
公
開
で
き
る
と
思
う
。

今
年
度
中
と
い
う
こ
と
か
。

事
業
課
長

登
録
物
件
が
出
た
ら
公
開
す

る
段
取
り
で
進
め
て
い
る
の

で
、状
況
を
見
な
が
ら
と
な
る
。

今
後
、
空
き
家
の
発
生
予

防
に
向
け
た
啓
発
も
必
要
と
思

う
が
、
考
え
を
伺
う
。

事
業
課
長

今
回
の
空
き
家
対
策
の
中

で
、
町
民
に
啓
蒙
す
る
た
め
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
お

り
、
手
元
に
届
き
次
第
各
戸
に

配
付
し
た
い
。

福
祉
協
議
会
な
ど
を
通
し

て
、
高
齢
者
の
方
々
の
講
演
会

等
で
リ
ー
ル
レ
ッ
ト
を
使
っ
て

啓
蒙
を
進
め
て
は
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

町
民
福
祉
課
長

　

行
政
一
体
と
な
り
推
進
し
て

い
く
よ
う
心
が
け
る
。

元
福
祉
協
議
会
跡
は
、
現

在
倉
庫
と
し
て
使
用
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
今
後
の
活
用
に
つ

い
て
伺
う
。

町
長

　

建
物
は
築
30
年
く
ら
い
経
過

し
耐
震
化
も
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
は
倉
庫
と
し

て
使
用
し
て
い
く
。

あ
の
場
所
は
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
良
い
の
で
、
舘
山
に
関
す

る
遺
跡
な
ど
を
展
示
す
る
資
料

館
な
ど
と
し
て
使
用
し
て
は
と

思
う
が
ど
う
か
。

町
長

参
考
に
し
た
い
。

以
前
、
内
川
小
学
校
で
の

絵
本
教
室
の
話
し
が
あ
っ
た

が
、
耐
震
の
方
は
大
丈
夫
な
の

か
。

事
業
課
長

建
物
の
耐
震
に
つ
い
て
は
用

途
に
よ
る
の
で
、
現
時
点
の
学

校
用
途
で
は
耐
震
を
満
た
し
て

い
な
い
が
、
新
た
な
利
用
方
法

に
応
じ
て
判
断
さ
れ
る
た
め
、

現
時
点
で
の
良
し
悪
し
は
判
断

で
き
な
い
。

郡司浩子議員

教
育･

観
光･

一
般
行
政

質
問　

地
域
上
げ
て
の
家
庭
教

育
の
推
進
の
あ
り
方
に
つ
い
て

答

答

問

答

答

問

答

問

答

問

答 問

質
問　

滝
川
渓
谷
、
滝
川
の

里
の
誘
客
に
つ
い
て

問 問

答

問

答問

答問

答

答

質
問　

予
算
書
に
つ
い
て

質
問　

元
福
祉
協
議
会
跡
の
活

用
に
つ
い
て

質
問　

子
ど
も
議
会
に
つ
い
て

質
問　

点
在
す
る
観
光
資
源
誘
客

の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

答

問

質
問　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

答 問

答

問

問

答 問

問答問答

問質
問　

若
者
が
定
住
す
る
町
づ

く
り
に
つ
い
て

答答 一
般
行
政

菊池淳之議員

質
問　

矢
祭
山
公
園
の
開
発
に

つ
い
て

問

質
問　

農
業
振
興
に
つ
い
て

問答答 問答 問
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減
少
、
少
子
高
齢
化
、
担
い
手

不
足
な
ど
多
少
先
行
き
の
不
安

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
農

業
に
新
た
に
入
っ
て
く
る
若
者

も
い
る
こ
と
か
ら
、
認
定
農
業

者
の
確
保
と
し
て
そ
う
い
う
人

口
を
呼
び
込
む
に
は
、
行
政
の

明
確
な
施
策
が
必
要
だ
と
思

う
。

認
定
農
業
者
の
数
が
少
な

い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
農
業

従
事
者
に
な
っ
て
も
ら
う
支
援

や
農
業
を
教
え
る
シ
ス
テ
ム
が

必
要
と
思
う
が
、考
え
を
伺
う
。

事
業
課
長

支
援
と
し
て
は
、
認
定
農

業
者
を
中
心
と
し
た
「
ア
グ

リ
ネ
ッ
ト
や
ま
つ
り
」
が
あ

り
、
こ
れ
は
農
業
に
力
を
入
れ

て
い
る
就
農
者
を
支
援
す
る
こ

と
を
目
的
に
結
成
さ
れ
た
団
体

で
、
農
業
委
員
会
と
の
意
見
交

換
や
研
修
会
な
ど
を
開
催
し
て

い
る
。
ま
た
、
空
い
た
ハ
ウ
ス

を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
く
支
援

策
を
前
年
度
か
ら
検
討
し
て
お

り
、
上
手
く
結
び
つ
く
よ
う
に

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

高
校
統
廃
合
の
話
や
世
界

で
活
躍
で
き
る
若
者
を
育
て
る

と
い
う
崇
高
な
目
標
を
掲
げ
て

い
る
中
、
保
護
者
は
子
供
に
よ

り
良
い
学
校
を
と
の
思
い
で
、

遠
く
へ
学
ば
せ
に
行
か
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
、

通
学
の
た
め
の
手
厚
い
支
援
が

必
要
と
思
う
が
、考
え
を
伺
う
。

町
長

本
町
で
は
、
高
校
生
の
奨
学

助
成
金
と
し
て
年
間
２
万
円
を

支
給
し
て
お
り
、
こ
れ
は
通
学

費
と
し
て
の
使
い
道
も
可
能
な

の
で
、
現
状
を
維
持
す
る
。

郡
山
ま
で
通
学
し
て
い
る

生
徒
に
は
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し

て
い
る
者
も
お
り
、
年
額
２
万

円
で
は
タ
ク
シ
ー
代
で
消
え
て

し
ま
う
た
め
、
生
徒
に
よ
っ
て

は
も
う
少
し
支
援
願
え
れ
ば
と

思
う
が
ど
う
か
。

教
育
長

　

学
校
の
場
所
や
種
類
を
見
分

け
て
仕
分
け
を
す
る
こ
と
は
、

難
し
い
問
題
で
あ
り
、
飛
躍
す

れ
ば
下
宿
や
寮
生
活
の
生
徒
ま

で
支
援
す
る
こ
と
に
繋
が
り
か

な
な
い
の
で
、
少
し
議
論
を
重

ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
収
入

的
に
苦
し
ん
で
い
る
人
の
た
め

の
支
援
は
必
要
と
思
う
の
で
、

国
県
等
の
支
援
制
度
を
活
用
し

た
学
ぶ
意
欲
を
削
ぐ
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
支
援
し
て
い
き
た

い
。

図
書
館
の
蔵
書
と
し
て
40

数
万
冊
の
本
が
あ
る
と
思
う

が
、
抱
え
る
限
界
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
、
利
用
者

を
増
や
す
方
策
、
利
用
者
数
の

実
績
を
伺
う
。

教
育
長

本
の
中
に
は
貴
重
な
も
の
が

あ
り
、
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
た
り

図
書
館
同
士
で
貸
し
出
し
も
し

て
い
る
。
本
棚
に
は
い
つ
も
同

じ
も
の
が
並
ば
な
い
よ
う
に
新

し
い
も
の
と
交
換
し
、
利
用
者

に
便
宜
を
図
っ
て
い
る
。
入
館

者
は
10
万
人
を
超
え
て
い
る
。

限
界
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
今

後
５
万
冊
く
ら
い
入
る
ス
ぺ
ー

ス
を
有
し
て
い
る
が
、
使
用
に

耐
え
ら
れ
な
い
も
の
は
逐
次
整

理
を
し
て
い
る
。

小
・
中
学
校
の
保
護
者
が

負
担
す
る
物
の
中
に
ド
リ
ル
や

書
籍
が
あ
る
が
、
宿
題
に
使
う

の
で
あ
れ
ば
支
給
と
い
う
形
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
伺
う
。

　

教
育
課
長

基
本
的
に
学
級
、
学
年
、
学

校
単
位
で
共
有
す
る
教
材
等
に

つ
い
て
は
、
町
が
負
担
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
が
、
個
人
の

利
益
と
し
て
還
元
さ
れ
る
も

の
、
特
に
ワ
ー
ク
テ
ス
ト
や
ド

リ
ル
、
実
験
実
習
材
料
等
の
経

費
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
に
負

担
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

内
川
小
学
校
、
関
岡
小
学

校
の
建
物
・
敷
地
に
つ
い
て
は

管
理
、解
体
等
考
え
ら
れ
る
が
、

今
後
ど
ん
な
手
順
を
踏
ん
で
い

く
の
か
考
え
を
伺
う
。

自
立
総
務
課
長

内
川
小
学
校
は
、
現
在
清
流

の
里
協
議
会
が
使
用
し
て
い

る
。
更
に
、
今
後
は
大
学
の
連

携
等
で
学
校
を
使
っ
た
授
業
を

展
開
し
て
い
く
予
定
も
あ
り
、

使
用
方
法
は
徐
々
に
固
ま
り
つ

つ
あ
る
。
関
岡
小
学
校
は
、
文

部
省
で
進
め
て
い
る
企
業
の

マ
ッ
チ
ン
グ
等
々
も
考
え
模
索

し
て
い
き
た
い
。
管
理
に
つ
い

て
は
、
年
に
数
回
シ
ル
バ
ー
人

材
に
よ
り
掃
除
等
を
行
な
っ
て

い
る
。も

っ
た
い
な
い
図
書
館
の

本
の
整
理
と
し
て
、
展
示
を
す

る
な
ど
の
複
合
的
な
使
用
方
法

を
今
後
考
え
る
こ
と
が
あ
る
か

伺
う
。事

業
課
長

　

内
川
小
学
校
を
例
に
挙
げ
る

と
、
東
京
都
内
に
あ
る
大
学
の

ゼ
ミ
が
廃
校
の
利
活
用
を
通
じ

た
地
域
活
性
化
課
題
の
解
決
と

い
う
観
点
で
の
ゼ
ミ
を
行
い
た

い
と
の
話
が
あ
り
、
こ
の
手
法

が
上
手
く
い
け
ば
関
岡
小
学
校

に
も
適
用
で
き
る
よ
う
に
、
担

当
課
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ

と
は
重
要
と
感
じ
て
い
る
。

前
町
長
に
、
一
時
金
を
借

り
る
た
め
に
借
り
や
す
い
方
法

に
変
え
る
べ
き
と
質
問
し
た
と

こ
ろ
、
大
切
な
町
の
お
金
を
貸

す
の
で
保
証
人
を
付
け
る
べ
き

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
町
長

は
ど
の
よ
う
な
考
え
か
伺
う
。

町
長

返
済
義
務
と
い
う
の
は
当
然

付
い
て
来
る
も
の
な
の
で
、
借

り
る
方
に
も
承
知
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
本
町
で
は
、
高
等
教

育
を
志
す
学
生
に
対
す
る
支
援

と
し
て
、
無
利
子
で
50
万
円
、

給
付
型
の
若
鮎
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

20
万
円
の
制
度
が
あ
る
の
で
、

是
非
こ
の
制
度
を
有
効
に
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

他
町
村
で
は
子
供
の
奨
学

金
で
、
帰
っ
て
来
て
10
年
勤
め

た
ら
返
済
し
な
く
て
も
良
い
な

ど
の
例
も
あ
り
、
１
つ
の
方
法

だ
け
で
な
く
、
町
も
違
う
観
点

か
ら
別
な
こ
と
を
考
え
て
も
ら

え
た
ら
と
思
う
が
、
考
え
を
伺

う
。

町
長

　

参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。

合
併
し
な
い
町
づ
く
り
は

継
承
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

町
長

　

当
然
合
併
は
、
今
現
在
全
く

考
え
て
い
な
い
。
た
だ
、
郡
内

４
町
村
と
は
連
携
し
て
い
く
と

伴
に
、
隣
の
大
子
町
、
大
田
原

市
と
は
医
療
関
係
や
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
の

関
係
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
交
流

は
図
り
た
い
と
思
う
。

介
護
保
険
料
の
値
上
げ
、

国
保
税
の
公
費
導
入
、
消
費
税

10
％
へ
の
増
税
な
ど
の
状
況
で

の
舵
取
り
の
所
見
を
伺
う
。

町
長

　

本
町
の
介
護
保
険
料
は
４
，

７
０
０
円
で
、
全
国
的
に
低
い

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
提
供
は
充

実
し
て
い
る
。
消
費
税
10
％
は

国
策
的
な
も
の
で
、
産
業
の
消

費
の
減
退
も
懸
念
さ
れ
る
が
、

国
民
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
お
い

て
は
や
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
が

あ
る
と
の
思
い
で
あ
る
。

町
民
福
祉
課
長

国
民
健
康
保
険
税
は
、
平
成

30
年
度
か
ら
県
が
財
政
運
営
の

責
任
者
と
な
っ
た
た
め
、
保
険

料
を
町
で
調
整
す
る
こ
と
が
困

難
と
な
っ
た
。

　
　

今
回
の
補
正
予
算
の
中

で
、
８
千
万
円
繰
り
入
れ
た
財

政
調
整
基
金
の
使
い
方
、
歳
出

の
関
わ
り
に
つ
い
て
伺
う
。

自
立
総
務
課
長

　

財
政
調
整
基
金
は
、
予
期
で

き
な
い
災
害
に
備
え
る
と
い
う

の
が
１
番
の
目
的
だ
が
、
年
度

間
の
歳
入
歳
出
の
不
均
衡
を
調

整
し
、
安
定
的
な
財
政
調
整
運

営
を
す
る
た
め
の
基
金
で
も
あ

り
、
今
回
の
補
正
は
突
発
的
な

も
の
な
の
で
、
財
政
調
整
基
金

を
充
て
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

ユ
ー
パ
ル
、
ス
イ
ン
ピ
ア

の
関
係
で
お
金
を
使
う
の
か
。

自
立
総
務
課
長

ユ
ー
パ
ル
、
ス
イ
ン
ピ
ア
に

関
し
て
財
政
調
整
基
金
で
対
応

せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　

学
校
給
食
の
無
料
化
を
実

施
す
る
場
合
に
、
公
費
は
ど
れ

く
ら
い
の
負
担
と
な
る
の
か
伺

う
。

教
育
課
長

　

小
・
中
学
校
、
こ
ど
も
園
で

提
供
し
て
い
る
給
食
に
係
る
費

用
は
、
年
間
で
９
，
３
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
無
償
化
し

た
場
合
に
は
、
現
在
、
保
護
者

が
負
担
し
て
い
る
給
食
費
１
，

１
５
０
万
円
が
町
予
算
と
し
て

増
額
と
な
る
。

　
　

大
田
原
市
な
ど
の
無
料
化

に
向
け
て
の
基
本
理
念
を
紹
介

い
た
だ
き
た
い
。

　

教
育
課
長

資
料
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

基
本
理
念
を
明
確
に
示
し
た
も

の
は
な
か
っ
た
が
、
少
子
化
問

題
や
子
供
の
貧
困
問
題
の
対

策
、
対
応
の
一
助
と
な
れ
ば
と

い
う
こ
と
で
、
給
食
の
完
全
無

償
化
を
し
て
い
る
と
の
記
述
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
社
会
全
体
が

給
食
費
を
負
担
し
て
く
れ
る
こ

と
へ
の
感
謝
を
持
つ
と
い
っ
た

道
徳
教
育
の
必
要
性
が
理
念
と

し
て
謳
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思

う
。

　
　

塙
工
業
高
校
存
続
の
取
り

組
み
の
支
援
策
を
応
援
し
て
い

き
た
い
と
思
う
の
で
、
町
と
し

て
も
努
力
願
い
た
い
が
ど
う

か
。

　
　

町
長

先
日
、
郡
内4

町
村
で
県

の
教
育
長
に
統
廃
合
撤
廃
を
申

し
入
れ
る
嘆
願
書
を
提
出
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
４
町
村
で
は

統
合
反
対
の
姿
勢
で
い
る
。

　
　

塙
工
業
高
校
を
支
援
す
る

取
り
組
み
と
し
て
、
和
太
鼓
ク

ラ
ブ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
う
な

行
事
が
実
現
で
き
た
際
に
は
、

応
援
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が

い
か
が
か
。

　

教
育
長

多
く
の
町
民
に
訴
え
る
た
め

に
も
効
果
的
と
考
え
る
が
、
単

独
開
催
は
難
し
い
と
思
う
の

で
、
他
の
事
業
と
合
わ
せ
れ
ば

効
果
が
上
が
る
の
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　

本
年
度
実
施
に
向
け
て
具

体
化
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

内
容
を
伺
う
。

町
民
福
祉
課
長

　

昨
年
は
実
証
実
験
と
て
実
施

し
、
そ
の
利
用
者
、
参
加
し
た

方
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
聞
き

取
り
し
た
結
果
、
町
外
も
対
応

で
き
な
い
か
と
の
要
望
が
あ
っ

た
。
７
月
に
協
議
会
を
開
催
す

る
予
定
で
、
そ
の
中
で
町
外
運

用
の
検
討
、
中
身
を
決
定
し
、

７
月
中
に
申
請
の
受
付
を
開
始

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

後
、
該
当
者
に
タ
ク
シ
ー
利
用

問

問

答

答質
問　

高
校
通
学
へ
の
支
援

に
つ
い
て

質
問　

も
っ
た
い
な
い
図
書

館
の
整
理
整
頓
に
つ
い
て

質
問　

義
務
教
育
の
保
護
者

負
担
分
に
つ
い
て

問

答

答 問

答

答

答

問

問

問

質
問　

内
川
小
学
校
、
関
岡

小
学
校
の
建
物
・
敷
地
に
つ

い
て

質
問　

大
学
入
学
の
一
時
金

支
援
に
つ
い
て

質
問　

合
併
し
な
い
町
づ
く

り
に
つ
い
て

一
般
・
教
育
・
福
祉
・

土
木
・
環
境
行
政

大森泰幸議員

質
問　

国
、
県
の
進
め
る
税
政

対
応
に
つ
い
て

質
問　

財
政
調
整
基
金
に
つ

い
て

質
問　

学
校
給
食
の
公
費
負

担
に
つ
い
て

答

問

答 問答 問

答 問答

問答問答 問 答

問質
問　

塙
工
業
高
校
統
廃
合

問
題
に
つ
い
て

質
問　

タ
ク
シ
ー
助
成
事
業

に
つ
い
て

答答

答答

問

問問
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★

５
月

７
日　

体
育
協
会
長
杯
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
（
町
営
グ

ラ
ン
ド
）

８
日　

福
島
県
町
村
議
会
議
長

会
理
事
監
事
合
同
会
議

(

福
島
市)

10
日　

全
員
協
議
会
・
第
４
回

町
議
会
臨
時
会

11
日　

生
涯
学
習
合
同
開
級
式

（
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
）

14
日　

県
南
地
方
町
村
議
会
議

長
会
連
絡
協
議
会
総
会

(

小
野
町)

15
日　

観
光
協
会
総
会
（
総
合

案
内
施
設
）　

17
日　

八
溝
天
然
林
保
存
会
総

会
（
八
溝
山
天
然
林
内
）

18
日　

矢
祭
小
学
校
運
動
会

20
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

控
室
）

23
日　

白
河
地
方
広
域
市
町
村

圏
整
備
組
合
圏
域
市
町

村
並
び
に
代
表
議
長
会

議
（
白
河
市
）

25
日　

矢
祭
子
ど
も
司
書
講
座

開
校
式
（
も
っ
た
い
な

い
図
書
館
）

28
日
〜
29
日　

全
国
町
村
議
会

議
長
・
副
議
長
研
修
会

（
東
京
都
）

31
日　

白
河
地
方
広
域
市
町
村

圏
整
備
組
合
議
会
臨
時

会
（
白
河
市
）

★

６
月

２
日　

「
鮎
解
禁
セ
レ
モ
ニ
ー
」

(

矢
祭
山)

３
日　

福
島
県
町
村
議
会
議
長

会
定
期
総
会
（
福
島
市
）

４
日　

議
会
運
営
委
員
会

８
日　

民
報
金
ば
れ
ん
受
賞
祝

賀
会
（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

９
日　

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
矢

祭
町
大
会
（
体
育
セ
ン

タ
ー
）

10
日
〜
14
日　

第
５
回
町
議
会

定
例
会
（
役
場
議
場
）

10
日　

全
員
協
議
会
・
総
務
常

任
委
員
会

15
日　

矢
祭
ふ
る
さ
と
会
総
会

（
東
京
都
）

19
日　

国
道
１
１
８
号
期
成
同

盟
会
総
会
（
石
川
町
）

20
日　

県
知
事
来
町

21
日　

例
月
出
納
検
査(

議
員

控
室)

23
日　

県
消
防
協
会
東
白
川
支

部
幹
部
大
会
（
棚
倉
町
）

27
日　

矢
祭
町
青
少
年
育
成
町

民
会
議
総
会
（
ユ
ー
パ

ル
矢
祭
）

★

７
月

３
日　

地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
（
役
場
第
１
会

議
室
）

４
日　

東
白
衛
生
組
合
議
会
第

２
回
臨
時
会
（
塙
町
）

６
日　

防
犯
協
会
東
舘
支
部
定

期
総
会
（
中
央
公
民
館
）

12
日　

議
員
現
地
調
査
（
滝
川

渓
谷
）

17
日　

第
６
回
町
議
会
臨
時
会

第
２
回
町
村
議
会
議
長

会
定
例
会
（
議
員
控
室
）

19
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

控
室
）

23
日　

水
道
事
業
決
算
審
査

（
議
員
控
室
）

27
日　

矢
祭
町
高
齢
者
ク
ラ
ブ

連
合
会
大
会
（
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
）

28
日　

消
防
団
実
践
ポ
ン
プ
操

法
競
技
大
会
（
町
営
グ

ラ
ン
ド
）

議会の
動き

次の定例会は、９月です。

（※氏名記入などの簡単な手続きで傍聴できます。）

あなたも議会を
傍聴してみませんか

券
を
送
付
し
、
最
短
で
８
月
１

日
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
な
体

制
で
進
め
て
い
る
。

　
　

塙
厚
生
病
院
以
外
の
病
院

で
は
、
他
の
病
院
に
行
く
場
合

に
バ
ス
で
送
っ
て
も
ら
え
る

が
、
塙
厚
生
病
院
に
は
バ
ス
が

な
い
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

こ
れ
は
協
議
会
の
中
で
審
議

す
る
こ
と
だ
が
、
塙
厚
生
病
院

に
と
ら
わ
れ
な
い
形
で
検
討
さ

れ
る
も
の
と
思
う
。

　
　

塙
厚
生
病
院
は
、
こ
の
頃

施
設
は
良
か
っ
た
の
に
不
十
分

だ
と
い
う
声
が
届
け
ら
れ
る

が
、
先
日
町
村
会
と
し
て
要
望

し
た
内
容
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

６
月
４
日
に
県
と
県
立
福
医

大
の
担
当
者
と
会
い
、
医
療
の

充
実
と
い
う
こ
と
で
地
域
医
療

の
確
保
、
小
児
科
医
師
の
常
勤

勤
務
、
産
婦
人
科
医
師
の
２
名

体
制
、
人
工
透
析
治
療
の
泌
尿

器
科
医
師
の
確
保
な
ど
、
郡
内

４
町
村
で
要
望
し
て
き
た
。

　
　

透
析
治
療
の
新
た
な
患
者

は
受
け
付
け
な
い
と
い
う
が
、

今
そ
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

町
長

　

病
院
の
情
報
は
な
か
な
か
取

れ
な
い
が
、
塙
厚
生
病
院
で
は

透
析
が
い
っ
ぱ
い
で
、
白
河
厚

生
病
院
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
の
話
も
聞
き
、
大
田

原
市
や
常
陸
大
宮
市
な
ど
県
外

の
医
療
体
制
と
の
連
携
も
今
後

の
課
題
と
見
て
い
る
。

山
野
井
カ
ー
ブ
の
道
路
改

良
事
業
の
状
況
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
平

成
29
年
度
か
ら
30
年
度
ま
で
用

地
測
量
を
行
っ
て
き
た
が
、
ま

だ
境
界
に
未
確
定
地
が
あ
り
令

和
元
年
度
も
引
き
続
き
用
地
測

量
を
行
い
、
一
部
物
件
調
査
も

実
施
し
て
い
く
と
の
回
答
で
あ

る
。

　
　

い
く
つ
か
の
問
題
が
あ

り
、
こ
れ
を
打
開
す
る
に
は
県

の
担
当
課
長
が
異
動
し
て
来
て

１
、
２
年
の
人
で
は
解
決
で
き

な
い
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

町
長

　

連
絡
調
整
会
議
の
中
で
も
必

ず
こ
の
話
題
は
出
て
く
る
し
、

県
の
担
当
課
長
も
き
ち
ん
と
引

き
継
ぎ
を
し
、
真
摯
に
対
応
い

た
だ
い
て
い
る
と
感
じ
て
い
る

の
で
、
県
で
対
応
で
き
な
い
と

い
う
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

　
　

で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
問

題
を
打
開
す
る
の
か
伺
う
。

町
長

山
野
井
の
カ
ー
ブ
の
問
題

は
、
い
ろ
い
ろ
模
索
し
な
が
ら

検
討
す
る
べ
き
で
、
こ
れ
は
重

要
課
題
だ
と
思
っ
て
お
り
、
町

の
行
政
の
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
。

　
　

事
業
調
整
会
議
で
は
、
他

に
ど
ん
な
内
容
が
出
て
い
る
か

伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

毎
年
10
件
前
後
の
要
望
箇
所

を
上
げ
て
お
り
、
令
和
元
年
度

は
国
道
３
４
９
号
下
関
工
区
の

バ
イ
パ
ス
工
事
、
県
道
石
井
大

子
線
茗
荷
２
工
区
、
県
道
下
関

河
内
小
生
瀬
線
の
福
住
地
内
、

県
道
矢
祭
山
八
槻
線
、
国
道

３
４
９
号
小
田
川
工
区
か
ら
塙

町
境
ま
で
の
道
路
改
良
、
国
道

１
１
８
号
の
下
石
井
字
城
主
内

地
内
、
河
川
関
係
で
小
田
川
の

山
下
地
内
と
下
関
河
内
字
ト
キ

ノ
ス
地
内
、
中
川
の
小
田
川
字

森
下
地
内
の
河
川
土
砂
撤
去
を

要
望
し
た
。

東
館
駅
周
辺
の
開
発
に
つ

い
て
、
内
容
を
伺
う
。

自
立
総
務
課
長

　

去
年
度
ま
で
町
づ
く
り
協
議

会
で
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点
や
提

案
を
受
け
、
本
年
度
は
町
の

活
性
化
、
中
心
地
の
機
能
強

化
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の

建
て
替
え
、
周
辺
の
自
然
環
境

と
調
和
し
た
交
流
拠
点
の
整
備

を
目
標
と
し
、
東
舘
駅
周
辺
整

備
計
画
策
定
業
務
を
委
託
し
て

い
る
。
来
年
３
月
27
日
ま
で
の

計
画
期
間
で
、
今
後
は
議
員
の

意
見
も
取
り
入
れ
、
計
画
書
に

反
映
さ
せ
る
予
定
で
進
め
て
い

る
。

地
域
懇
談
会
で
の
声
は
、

こ
の
計
画
に
反
映
さ
せ
る
場
に

な
る
の
か
伺
う
。

町
長

　

東
館
周
辺
開
発
事
業
に
は
町

づ
く
り
協
議
会
が
あ
る
の
で
、

地
域
懇
談
会
で
も
意
見
と
し
て

出
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
切
り

離
し
て
考
え
た
い
。

会
で
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点
や
提

案
を
受
け
、
本
年
度
は
町
の

活
性
化
、
中
心
地
の
機
能
強

化
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の

建
て
替
え
、
周
辺
の
自
然
環
境

と
調
和
し
た
交
流
拠
点
の
整
備

を
目
標
と
し
、
東
舘
駅
周
辺
整

備
計
画
策
定
業
務
を
委
託
し
て

い
る
。
来
年
３
月
27
日
ま
で
の

計
画
期
間
で
、
今
後
は
議
員
の

意
見
も
取
り
入
れ
、
計
画
書
に

反
映
さ
せ
る
予
定
で
進
め
て
い

る
。

　
　

地
域
懇
談
会
で
の
声
は
、

こ
の
計
画
に
反
映
さ
せ
る
場
に

な
る
の
か
伺
う
。

町
長

　

東
館
周
辺
開
発
事
業
に
は
町

づ
く
り
協
議
会
が
あ
る
の
で
、

地
域
懇
談
会
で
も
意
見
と
し
て

出
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
切
り

離
し
て
考
え
た
い
。

　
　

ご
み
袋
の
有
料
化
は
何
と

か
な
ら
な
い
か
と
言
う
人
が
お

り
、
そ
れ
を
東
白
衛
生
組
合
へ

要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

い
か
が
か
。

町
長

　

ご
み
袋
の
有
料
化
は
、
ご
み

の
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
と
減
量

化
が
目
的
で
あ
り
、
東
白
衛
生

組
合
は
４
町
村
で
構
成
さ
れ
て

い
る
の
で
、
本
町
だ
け
が
無
料

化
を
考
え
る
こ
と
は
全
く
な

い
。

　
　

ご
み
集
積
所
の
新
設
、
改

修
に
は
１
万
円
の
補
助
と
決
め

て
い
る
が
、
小
さ
な
区
ほ
ど
苦

労
し
て
い
る
の
で
、
金
額
の
改

善
を
要
望
し
た
い
が
い
か
が

か
。

　
　

町
長

　

ご
み
の
集
積
所
の
金
額
の
改

善
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
現
行

で
行
き
た
い
と
考
え
る
。

答 問

答 問

答

問

答 問答 問

　請願、陳情はその取扱いを議会運
営委員会で協議します。9月定例会
に請願、陳情をされる方は令和元年
8月 30 日までに提出願います。

請願・陳情について

質
問　

道
路
事
業
に
つ
い
て

質
問　

東
館
駅
周
辺
の
開
発

に
つ
い
て

質
問　

ご
み
処
理
に
つ
い
て

答 問答 問答 問

答 問答 問答 問

答 問

◎
産
業
常
任
委
員
会
（
５
人
）

委

員

長　
　

緑

川

裕

之

副
委
員
長　
　

郡

司

浩

子

委　
　

員　
　

藤

田

保

男

大

森

泰

幸

藤

田

玄

夫

※
委
員
会
委
員
の
任
期
は
令
和

元
年
５
月
10
日
か
ら
令
和
２
年

３
月
30
日
ま
で
で
す
。

委
員
会
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た
。



　

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事

業
を
行
っ
て
い
る
方
に
課
税
さ

れ
る
県
の
税
金
で
す
。
８
月
９

日
付
け
で
送
付
さ
れ
る
納
税
通

知
書
に
よ
り
、
納
期
限
ま
で
に

金
融
機
関
か
ら
納
め
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利

用
の
方
は
、
納
期
限
ま
で
に
預

金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
口
座
振
替
を
利
用

さ
れ
て
い
な
い
方
に
は
、
納
税

通
知
書
に
口
座
振
替
依
頼
書
を

同
封
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
依
頼
書
を
金
融

機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
今
回
口
座
振
替
を
申
し
込
ま

れ
る
方
は
第
２
期
分
か
ら
の
振

替
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。）
そ
の
他
、
詳
細

や
ご
不
明
点
等
に
つ
い
て
は
、

左
記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

納
期
限　

第
１
期
▼
９
月
２
日

（
日
）
／
第
２
期
▼
12
月
２

日
（
月
）（
＊
税
額
が
１
万

円
以
下
の
場
合
に
は
、
第
１

期
に
一
括
で
納
め
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
県
南
地

方
振
興
局
県
税
部
課
税
課
課

税
第
一
チ
ー
ム
☎
０
２
４
８

‐
２
３
‐
１
５
１
７

　

小
峰
城
の
石
垣
修
復
完
了
と

小
峰
城
歴
史
館
会
館
を
記
念
し

て
、
歴
代
白
河
藩
主
に
関
係
す

る
歴
史
資
料
や
美
術
工
芸
品
を

初
め
て
一
堂
に
公
開
し
、
藩
主

の
変
遷
や
武
家
の
文
化
を
紹
介

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

会
期　

８
月
10
日
（
土
）
〜
10

月
14
日
（
月
・
祝
）
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
午

　

後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　
８
月
19
日
（
月
）、
26

日
（
月
）、９
月
２
日
（
月
）、

９
日
（
月
）、
17
日
（
火
）、

24
日
（
火
）、
30
日
（
月
）、

10
月
７
日
（
月
）

入
館
料　

大
人
▼
３
０
０
円
／

小
中
高
生
・
障
が
い
者
▼
１

　

０
０
円

会
場　

小
峰
城
歴
史
館
（
白
河

　

市
郭
内
１
‐
73
）

問
い
合
わ
せ　

白
河
市
文
化
財

課
☎
０
２
４
８
‐
２
７
‐
２

３
１
０

　

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林

退
共
）
は
、
昭
和
57
年
に
発
足

し
た
林
業
界
で
働
く
人
の
た
め

の
退
職
金
制
度
で
す
。
以
前
、

林
業
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
た
こ

と
が
あ
り
、
そ
の
当
時
、
林
退

共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
方

で
、
退
職
金
請
求
手
続
き
を
し

た
お
心
当
た
り
の
な
い
方
は
、

退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
最

寄
り
の
支
部
ま
た
は
本
部
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

独
立
行
政
法
人

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
林

業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
☎

０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８

９

　

主
に
成
人
に
対
し
て
の
心
肺

蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
を

学
ぶ
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時　
令
和
元
年
９
月
３
日（
火
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

白
河
市
社
会
福
祉
協
議

　

会
問
い
合
わ
せ　

白
河
消
防
署
☎

０
２
４
８
‐
２
２
‐
２
１
５

５た
く
さ
ん
の
出
店
が
並
び
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ

れ
ま
す
。

開
催
日
時　

８
月
14
日
（
水
）

午
後
３
時
〜
９
時
（
雨
天
決

　

行
）

場
所　

浅
川
口
交
差
点
〜
宗
田

　

薬
店
前

駐
車
場　

亀
ヶ
城
公
園
内
、
城

跡
北
駐
車
場
、
城
跡
南
駐
車

場
、
藤
田
建
設
工
業
㈱
駐
車

場
、
㈲
鈴
木
銃
砲
火
薬
店
駐

車
場
（
関
口
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
脇
）、
棚
倉
町
立
図
書
館

駐
車
場

交
通
規
制　

会
場
は
午
後
２
時

〜
午
後
10
時
ま
で
通
行
止
め

と
な
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

棚
倉
夏
ま
つ
り

実
行
委
員
会
（
棚
倉
町
商
工

会
内
）
☎
０
２
４
７
‐
３
３

‐
３
１
６
１

日
本
年
金
機
構
で
は
、
公
的

年
金
と
の
関
わ
り
を
描
い
た

エ
ッ
セ
イ
「
わ
た
し
と
年
金
」

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
公
的

年
金
の
大
切
さ
、
応
募
者
ご
自

身
や
身
近
な
方
と
公
的
年
金
と

の
か
か
わ
り
、
公
的
年
金
に
つ

い
て
の
あ
な
た
の
考
え
方
な

ど
、
な
ん
で
も
結
構
で
す
。
個

人
も
し
く
は
団
体
・
学
校
単
位

行事＆お知らせ

情報局情報局
案　
　

内

個
人
事
業
税
の
お
知
ら
せ

救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

で
も
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
公
的
年
金
の
大
切
さ
や
意

義
を
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
日
本

年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　

中
学
生
以
上
の
方

受
賞　

厚
生
労
働
大
臣
賞
、
日

本
年
金
機
構
理
事
長
賞
と
し

て
賞
状
・
記
念
品
を
贈
呈（
受

賞
作
品
は
日
本
年
金
機
構
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
掲
載
）

応
募
締
切　

令
和
元
年
９
月
13

　

日
（
金
）
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ　

日
本
年
金
機
構

相
談
・
サ
ー
ビ
ス
推
進
部
サ

ー
ビ
ス
推
進
グ
ル
ー
プ
「
わ

た
し
と
年
金
」
担
当
☎
０
３

‐
５
３
４
４
‐
１
１
０
０

募
集
種
目　

自
衛
官
候
補
生
／

　

一
般
曹
候
補
生
／
航
空
学
生

受
付
期
間　

７
月
１
日
（
月
）

　

〜
９
月
６
日
（
金
）

試
験
期
日　

自
衛
官
候
補
生
・

一
般
曹
候
補
生
▼
９
月
21
日

（
土
）
／
航
空
学
生
▼
９
月

16
日
（
月
）

試
験
会
場　

受
付
時
に
通
知

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
福
島
地

方
協
力
本
部
白
河
地
域
事
務

所
☎
０
２
４
８
‐
２
４
‐
０

３
７
２

　

疾
病
な
ど
に
よ
る
視
覚
機
能

低
下
（
著
し
い
視
力
低
下
や
視

野
狭
窄
、
視
野
欠
損
な
ど
）
で

就
学
や
進
学
、
就
労
で
お
悩
み

の
方
の
教
育
相
談
を
行
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

開
催
日　

月
・
水
・
金
曜
日

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

対
象　

乳
幼
児
か
ら
成
人
ま
で

問
い
合
わ
せ　

県
立
視
覚
支
援

学
校
☎
０
２
４
‐
５
３
４
‐

２
５
７
４ 相　

　

談

今年も八雲神社祭典「天王祭」が盛大に
開催されました。午前中はあいにくの雨模
様となってしまい、巡業をしていた方々は
例年以上に大変だったことと思います。そ
れでも、笑顔で山車を引いている各団体の
方や一般の方の姿を見て、たくさんの人に
愛されているお祭だということを感じまし
た。その後、雨も止み、夜の御宮入りまで
盛り上がりを見せ、多くの方が今年の「天
王祭」を楽しみました。来年も良いお祭と
なることを願います。 　（海）

人　口 ５,７４０人（－   19）
男 ２,８１２人（－   ４）
女 ２,９２８人（－   15）
世　帯 ２,０８７世帯（±   ０）

人の動き
７月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
熊田　テイ 96 孝子 6 / 15 下石井
金沢　　傳 89 利広 7 / 3 中石井
菊池　一雄 83 泰久 7 / 5 内　川
髙澤　　弘 94 勝則 7 / 12 関　岡
小松　ナカ 99 英一 7 / 17 戸　塚

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署

☎ 46―2119

令和元年度全国統一防火標語
「ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心」

日常生活の中には多くの事件、事故、病気によって突
然、大切な人に命の危険が訪れることがあります。そんな
時、近くにいる皆さんの最初の行動が命を救う大きなチャ
ンスを作ります！消防署では、心肺蘇生やAEDの使い方、
怪我の手当など、応急手当を習得していただけるよう、町
民の皆さんや事業所等を対象として救命講習を開催して
います。大切な人を、家族を、命を守るため、救命講習を
受講して知識と技術を学びましょう。そして、皆さん自身
も誰かの欠かせない存在であることを忘れないで下さい。

●町内火災・救急件数
（平成31年1月1日～7月16日）

火災件数　 ４件
救急出動　 138件

消防分署からのお願い

視
覚
障
が
い
者
の

教
育
相
談
を
行
い
ま
す

棚
倉
夏
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
髙信　享

き ょ う ま

末 6/18 博匡 ・ 綾 東　舘

押田　　健
たける

7/8 洋平 ・ 美樹 小田川

金澤　翔
か け る

夢 7/11 貴広 ・ 萌子 小田川

豊田　夏
か い

維 7/12 竜史 ・ 有紀 宝　坂

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略） 特
別
企
画
展
「
白
河
藩
主

七
家
二
十
一
代
」
開
催

「
わ
た
し
と
年
金
」

エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
ま
す

広報やまつり７月号に掲載いたしました
「家族と一緒」において『金澤規夫』さんの
お名前を『金澤則夫』さんと誤って掲載し
ておりました。ここに訂正し、お詫び申し
上げます。

●お詫びと訂正

各
種
候
補
生
・

学
生
を
募
集
し
ま
す

募　
　

集

林
業
退
職
金
共
済
制
度
の

退
職
金
請
求
に
つ
い
て

2829

町県民税▶２期
国民健康保険税▶３期
介護保険料▶３期
後期高齢者医療保険料▶１期
納期限（口座振替日）▶９月２日（月）

●今月の納税



　上関河内在住の近藤さんご家族。ご両親は、お子さんたちに「３人仲良く、
元気に育ってほしいです。」と話します。３兄弟それぞれの性格について伺うと
「翔太は、優しくて、面倒見が良く、頼れるお兄ちゃん。瑛太は、明るくて、少
しやんちゃなムードメーカー。陽太は、自由気ままで、みんなに可愛がられる末っ
子です。」と沙織さんが教えてくれました。そんな３人が最近ハマっているのは、
毎晩おばあちゃんの部屋で行われるというかくれんぼ。普段は仲良しな３人で
すが、おもちゃの取り合いなどでケンカが始まることも日常茶飯事とのことで
す。特に、瑛太くんと陽太くんが多いようですが、そこには翔太くんが仲裁に入っ
てくれているそうです。そんな息子たちが、仲良く、すくすくと成長してくれ
ることを願いながら、辰則さん、沙織さんは、これからも明るい家庭を築き続
けます。

月情報カレンダー
［省略］
○…当番医　山開…山村開発センター　舘山…舘山荘
塙…塙厚生病院　ユ…ユーパル矢祭　保セ…保健福祉センター8

家族と一緒に
Interview With the f amily

お子さん　近藤翔
しょうた

太くん（7）　瑛
えいた

太くん（5）　陽
ひなた

太くん（1）
お父さん　辰則さん　　お母さん　沙織さん　

【上関河内在住】

発
行
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役
場
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務
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人
が
輝
き
  ま
ち
が
輝
き
  明
日
に
輝
く
  や
ま
つ
り
町

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３５０円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり３５０円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和元年 9月 30日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３５０円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和元年 9月 30日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３５０円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和元年 9月 30まで

令
和
元
年
8月
2日
発
行

（
毎
月
第
1金
曜
日
発
行
）

N
o.701

日 月 火 水 木 金 土
4 5 6 7 8 9 10

●特定健康診査及び各種がん検診
（8：00～9：30）
●心の健康相談会
 保セ（13：00～16：00）

●特定健康診査及び各種がん検診
（8：00～9：30）

●特定健康診査及び各種がん検診
（8：00～9：30）
●運動教室
保セ（10：00～11：00）

●特定健康診査及び各種がん検診
（8：00～9：30）

●特定健康診査及び各種がん検診
（8：00～9：30）

○あらまちクリニック☎33-8018 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

11 12 13 14 15 16 17

○つちやクリニック☎43-2250 ○東舘診療所☎46-2312

18 19 20 21 22 23 24
●矢祭読書の日
●特定健康診査及び各種がん検診
（8：00～9：30）

●特定健康診査及び各種がん検診
（8：00～9：30）
●３か月児健康診査
 塙（13：00～13：15）

●特定健康診査及び各種がん検診
（8：00～9：30）
●元気づくり教室
舘山（14：00～ 15：00）

●特定健康診査及び各種がん検診
（8：00～9：30）
●運動教室
保セ（10：00～11：00）
●福島県民の日

●特定健康診査及び各種がん検診
（8：00～9：30）
●運動教室
保セ（10：00～11：00）

●特定健康診査及び各種がん検診
（8：00～9：30）

○和田医院☎33-2012 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

25 26 27 28 29 30 31
●家族の相談会
 保セ（13：00～16：00）

●運動教室
保セ（10：00～11：00）
●マミーサロン
保セ（10：00～15：00）

○大木医院☎33-2424 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

9/1 2 3 4 5 6 7
●心の健康相談会
 保セ（13：00～16：00）

●運動教室
保セ（10：00～11：00）

●６か月児健康相談
保セ（9：30～9：40）

●リトミック
保セ（10：30～11：00）

● 11か月児健康相談・歯科クリニック
保セ（13：00～13：10）

○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ




